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第１章 新規採用教員研修の意義 

 
１．幼稚園教諭・保育教諭の成長と研修 

（１）幼稚園教諭・保育教諭として育つとき 

多くの新規採用教員は、「子供が好き」「子供と関わる仕事がしたい」と、夢と希望を

持って幼稚園教諭や保育教諭になってきますが、いざ担任教員として、子供との関わり

を深めていくと、その夢と希望を持ち続けていくことは、結構難しいことに気付き始め

ます。「乳幼児の成長を願って、教育・保育をする」ということは、生身の子供と向き合

い、その時々の課題を解決し、それを乗り越えていかねばなりません。養成校で学んで

きたことがそのまま生かされるというよりは、現実に対応するために、それこそ、葛藤

や不安を感じながら実践を重ねていくことになると思います。たとえば、「子供を集めよ

うとしても、自分の学級の子供達は、なぜかなかなか集まってこない」、「私が一生懸命

に話しているのに、子供たちは話を聞いてくれない」等々、新規採用教員の悩みは尽き

ません。また、保育所から幼稚園に異動する、あるいは幼保連携型認定こども園に異動

してきたため、新規採用教員研修の対象となることも少なくありません。この場合、こ

れまでの子供との関わり方や指導、園行事の進め方等が異なることに気付き、これまで

のキャリアとの間で葛藤することもあります。 
こうした葛藤や不安の背景には、もちろん実践力や技術の未熟さもありますが、それ

を自覚しつつも、一方に、どうにかしようとして、子供達についつらく当たってしまう

「教諭としての自分」に、腹立たしく思っていることもあります。すなわち、「理想の教

師像」とのギャップを感じて、焦っているのかもしれません。先輩の教諭に、「確かに、

難しいね。私も新人だった頃、そうだった。」と言われると、なぜかホッとして、子供と

の関係を改めて見直すことができたりもします。その意味で、そうした葛藤や不安を味

わう体験こそが、教諭としての道を歩むための原動力となるのではないでしょうか。そ

の一つ一つを乗り越えて、初めて幼稚園教諭や保育教諭として成長する道が開かれてい

くのではないかと考えます。 
文部科学省初等中等教育局幼児教育課が新規採用教員研修用ＤＶＤとして制作した

「幼児理解にはじまる保育③～ぎゅうにゅうできたよ～子どもの思い・先生の願い」の

「メガネつくろうよ」には、正に４歳児との生活を始めて数週間の新規採用教員のＹ教

諭の戸惑いと焦りが映し出されています。（ＤＶＤは巻末の資料「幼稚園教育関係教材映

画等について」参照） 
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事例       「メガネ作ろうよ」＜幼稚園 2 年保育 4 歳児＞ 
 小雨のある日、Ｙ先生の学級では、紙筒２本とカラーセロファンを使って、望遠鏡

のような「メガネ」を作って遊んでいました。雨の日なので、製作コーナーに紙筒や

カラーセロファンなどの新たな素材を置いて、子供達の作って遊ぶ活動を広げていこ

うとしました。しかし、マイペースのＭ児は、Ｙ教諭の願いを全く無視して、戸外に

出掛けようとします。Ｙ教諭は、やっとのことで、保育室に連れ戻してきましたが、

Ｍ児は、相変わらず「メガネ」を作ろうとしません。Ｙ教諭は、Ｍ児の様子を遠くに

見ながら様子を見守ることにしました。 
Ｍ児は何やら自分の鞄を持ち出し、その中に紙筒にセロファンを付けたものを数本

作り、「先生、牛乳できた！」と、Ｙ教諭のところに勇んで駆け寄ってきます。「メガ

ネ」と思い込んでいたＹ教諭は、Ｍ児の言葉がよく聞き取れなかったのかもしれませ

ん。Ｙ教諭が「見せて！見せて！」と答えると､その瞬間、Ｍ児は鞄を引っ込めて、Ｍ

教諭の側を離れます。おそらく、Ｍ児は、「この先生は自分の思いを受け止めてくれな

い」ということを咄嗟に感じたのだと思います。 
Ｍ児は、それからしばらく保育室の中をうろうろ歩いて、お家ごっこをしていると

ころに行き、その中を覗き込みます。中にいたベテランのＳ教諭が、Ｍ児の「牛乳で

きた！」という言葉を聞きとって、周りの子供達に「牛乳屋さんだって！」と声を掛

けると、Ｍ児は自分の居場所を見付けたようです。嬉しそうに鞄から牛乳１本を取り

出して、そのＳ教諭に渡していました。その表情は、Ｙ教諭に見せた表情とは全く異

なり、満足した表情でした。 
その日のＹ教諭の実践記録には、牛乳瓶を作っていたＭ児に、その思いを受け止め

た言葉を掛けられなかったこと、Ｍ児との信頼関係がなかなかできないことの反省が、

長々と書かれていました。「どうしたら子供の思いを受け止められる教諭になれるのだ

ろうか」が、新規採用教員のＹ教諭の課題です。 
「子供と関わる仕事がしたい」と思い、憧れの幼稚園教諭になったＹ教諭だからこそ、

身を翻し自分の元を去って行ったＭ児の姿が強烈に残っているのだと思います。「理想の

教師像」を強く描いていればいるほど、「現実に教師としてうまく振る舞えない自分」と

の間にギャップを実感じ、幼稚園教諭としての力不足を感じてしまうのです。ＤＶＤに

登場するＹ教諭の場合は、実践記録を書くことを通して、「幼児との関わりがうまくいか

ない」という現実を受け止めることができるようになり、改めて明日の指導を考えるこ

とができるようになっていきます。 
実践は、こうした教師としてうまく振る舞えないことの日々の連続です。養成校では、

「理想の教師像に、いかに自分を近付けていくか」が課題でした。教育実習を通して、「理

想の教諭像」に向かって一歩近づいていくことになりますが、教育実習では、実習指導

教諭が、ある程度の環境を整えてくれるので、もし実習生の指導が子供にうまく伝わら

ない場合は、何らかのフォローをしています。しかし、現職の教諭、更に担任となると、
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目配り気配りの全てが求められるので、あらかじめ描いていた理想の姿から程遠いもの

になってしまうことは仕方がないのです。 
新規採用教員に必要なことは、「理想の教師像にいかに近づくか」ではなく、現実に抱

えている課題を直視しながら、「理想の教師像をいかに作り直していくか」であり、新規

採用教員研修では、そのことを理解した上での支援が必要ではないでしょうか。それは、

それぞれ新規採用教員が自らの力で葛藤や不安を乗り越えて、幼稚園教諭や保育教諭と

しての一歩踏み出していくことへの支援なのです。 
（２）養成から採用、採用から現職へ 

葛藤や不安を乗り越えて教諭として一歩を踏み出さすことを踏まえると、幼稚園教

諭・保育教諭の養成・成長は、養成段階だけで終わるものでなく、養成から採用、採用

から現職へという道筋を捉え、それぞれの段階に応じた研修や支援体制を整えていくこ

とが重要です。 
中央教育審議会教員養成部会報告「これからの学校教育を担う教員の資質向上につい

て」（平成 28 年 12 月）においては、「国、都道府県、市町村、学校がそれぞれ主体とな

って研修を行っていますが、全体として必ずしも体系的な研修が行われていないとの指

摘もあります。このため、研修の実施主体が大学等を含めた関係機関との有機的連携を

図りながら、教員のキャリアステージに応じ、研修ニーズも踏まえた研修を効果的・効

率的に行うことが必要です。この際、法定研修である初任者研修、10 年経験者研修につ

いては、その実施状況や教育委員会、学校現場のニーズを把握し、より効果的な研修と

なるよう国としても制度や運用の見直しを図ることが重要である。」と、教員のキャリア

ステージに応じ、教員のニーズも踏まえた研修を効果的・効率的に行うことが必要性を

指摘しています。 
幼稚園教諭や保育教諭においても、養成校を修了し採用された当初は、実践で生じる

課題にどう向き合い、幼稚園教諭・保育教諭として独り立ちしていくかが大きな課題で

す。したがって、新規採用教員研修では、養成段階から現職段階に移行した時期に、実

践で直面する葛藤や不安を乗り越えることを支援する形で展開することが求められてい

ます。10 年経験者研修では、実践に関わる経験を重ねて状況に応じて洗練された実践を

展開することができるようになった時、改めて自らの実践を振り返り、子供の姿の背景

にある様々な要因に気付き視野を広く持つようになる視点から研修プログラムを考えて

いくことが求められています。10 年経験者研修を通して、自らの実践を振り返り、教諭

としての資質を磨くことが、幼児教育の構造や教諭の役割を深く考えることができるよ

うになり、次のスッテプアップにつながっていくと考えられます。 
法定研修は、既にこうした教諭としての成長プロセスを踏まえて、新規採用の時期と、

10 年経験した時期に実施することとして定められていますが、先の中央教育審議会教員

養成部会報告で「その実施状況や教育委員会、学校現場のニーズを把握し、より効果的

な研修となるよう国としても制度や運用の見直しを図ることが重要である」と述べてい
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る通り、子供の発達や学校教育を取り巻く状況を踏まえると、実態を踏まえた研修の企

画立案が求められているところです。 
（３）「新採ギャップ」を乗り越えて、教諭として成長する過程 

  図 1-１幼稚園教諭・保育教諭としての成長の過程と法定研修との関係を示した図です。

本研究のベースに考えていることを作図したものです。この図は、３つの提案をしてい

ます。第 1 は、養成校から新採、新採から現職へと連続した形で研修の在り方を考える

ことの必要性です。第 2 は、幼稚園教諭・保育教諭が現実に抱えている課題に対応して

いくことは必要ですが、次のステージを見通して指導力を付けていくためにはどうした

らよいかを考えることです。これまでの研修では「採用されて 1 年目の研修だから」「採

用されて 10 年目になるので」と、採用の時期を起点にしながら、節目としての研修を考

えてきました。もちろん、節目としての研修は大切ですが、更にその先を見通して、節

目が次のステージへのステップアップしていくことを考えることが必要です。第 3 は、

幼稚園教諭・保育教諭自身が、研修を通して「教諭としての自分」をどう認識し成長し

ていくかを踏まえることです。当然のことですが、幼稚園教諭・保育教諭として成長す

る基盤には、「子供が好き」という気持ちがあります。その上に、「幼児教育は難しいけ

ど、実践は面白い」を実感することを重ねる中で、「専門家としてのプライドを持つ」こ

とができるようになり、「リーダーとしての自覚を持つ」ことができるのです。教育・保

育が大きく変化する現在だからこそ、それぞれのステージにおける研修指標を明確にし

て、幼稚園教諭・保育教諭の「教諭としての自分」を支える研修を確立することが求め

られるのです。 
特に、新規採用研修は、周囲の支えを得てやっと教諭になり、その一歩を踏み出す時

に行われる研修です。養成校とは異なり、自分の力で葛藤や不安を乗り越えて、教諭と

して独り立ちをしていかねばなりません。新規採用から 2、3 年間は、つらいことも含め

て様々な体験を通して、「でも、やっぱり子供が好き」と思えること、さらには、実践は

計画通りにうまくはいかないけれど、そのことを通して子供理解が深まり「幼児教育は

難しいけど、実践は面白い」と思えるようになることが、教諭としての成長の過程にお

いて大事なことです。新規採用教員研修やそのフォローアップ研修では、そのことを支

援する研修プログラムや研修体制を整えていくことが必要と考えています。 
図 1-1 で示したことは、養成段階から現職段階、新規採用、中堅、リーダーとなる過程

で教諭として獲得していく資質・能力と、その成長を支えている体験です。新規採用の

時期に体験する葛藤や挫折の体験は、確かにマイナスの体験ですが、それを解決する中

で味わうと思われる「それでも、子供が好き」「幼児教育は難しいけど、実践は面白い」

と実感できる体験こそが、教諭としての成長につながっていく原動力となっていくので

はないかと考えます。こうした過程を経て、幼稚園教諭・保育教諭としてのアイデンテ

ィティを確立していくのです。 
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本書の第 2 章、第 3 章では、新規採用教員が実践の中で抱える不安、悩み、葛藤を分

析しています。新採時では、養成校で一通り身に付けてきて教諭としての一歩を踏み出

したはずなのに、実践場面ではなかなかうまく立ち回ることができずにいます。理想と

現実の間で、不安、悩み、葛藤を抱え、言わば「新採ギャップ」を感じているのです。

第 4 章では、こうした新規採用教員が、理想と現実の間で揺れ動く心を理解した上で、

それを乗り越えて教諭として独り立ちしていくための研修プログラムと研修支援体制を

提案しています。 
 
２．新規採用教員研修の必要性と意義 

就学前の教育・保育において幼稚園教諭・保育教諭の果たす役割は極めて大きいものが

あり特に、その教育・保育の質的な充実を図るためには、幼稚園教諭・保育教諭の資質の

向上を図ることが必要不可欠です。そのため、幼稚園教諭・保育教諭のための様々な研修

の機会が設けられていますが、とりわけ新規採用の時期は養成段階における教育と幼稚

園・認定こども園の実践をつなぐ大切な期間であり、新規採用教員に対する研修は極めて

重要です。 
このため、平成 4 年度から、教育公務員特例法の定めにより、公立幼稚園の全新規採用

教員を対象に、幼稚園教諭の職務遂行に必要な事項に関する研修が実施されています。新

規採用教員研修は、新規採用教員に対して、組織的、計画的な研修を実施することにより、

教員としての実践的指導力と使命感を養うとともに、幅広い知見を得させようというもの

です。 
新規採用教員研修の具体的な実施内容は、実施主体である都道府県・指定都市教育委員

会において地域の実態等に応じて定められているところですが、文部科学省では、各地域

において、新規採用教員研修が一定の水準の下に円滑かつ効果的に実施されるようにする

ため、「新規採用教員研修に関する文部科学省モデル」を作成し、園内研修 10 日間、園外

研修 10 日間からなる研修項目例等を示しています。その中で、園内研修は、教育委員会か

ら派遣された研修指導員が、新規採用教員に対して指導を行うものとし、園外研修は、教

育センター等において講義・演習等を行うとともに、長期休業期間中に宿泊研修を実施す

るものとしています。 
また、新規採用教員に対する研修の必要性は設置主体の別に関わらないものであり、国

立及び私立幼稚園においても、計画的に組織的な研修が実施され、長期休業期間中に教育

委員会が実施する園外研修への参加等、新規採用教員の資質向上のための取組が望まれて

います。 
平成 27 年度からは、幼保連携型認定こども園の保育教諭に対しても、教育公務員特例法

が適用されています。教育公務員特例法附則第４条では、幼稚園等の特例として、指定都

市以外の市町村については、任命権者である市町村を包括する都道府県の教育委員会・都

道府県が実施すること、市町村教育委員会は研修の実施に協力しなければならないことを
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規定しています。 
幼稚園と幼保連携型認定こども園における新規採用教員としての 1 年間は、養成校で学

んできたことを実践を通して学び直しながら、これから幼稚園教諭・保育教諭としての資

質・能力を磨いていくための基礎固めをする時期として、新規採用研修を実施していくこ

とが重要なのです。 
 
３．新規採用教員研修文部科学省モデル 

（１）法的根拠 

公立の幼稚園と幼保連携型認定こども園に勤務する新規採用教員に対する研修につい

ては、次のように規定されています。 
教育公務員特例法 

第 23 条（昭和 24 年法律第１号） 

公立の小学校等の教諭等の任命権者は、当該教諭等（政令で指定するものを除く。）に対して、

その採用（現に教諭等の職以外の職に任命されている者を教諭等の職に任命する場合を含む。附

則第 4条第 1 項において同じ。）の日から一年間の教諭又は保育教諭の職務の遂行に必要な事項に

関する実践的な研修（以下「初任者研修」という。）を実施しなければならない。 

2  任命権者は、初任者研修を受ける者（次項において「初任者」という。）の所属する学校の副

校長、教頭、主幹教諭（養護又は栄養の指導及び管理をつかさどる主幹教諭を除く。）、指導教諭、

教諭、主幹保育教諭、指導保育教諭、保育教諭又は講師のうちから、指導教員を命じるものとす

る。 

3  指導教員は、初任者に対して教諭又は保育教諭の職務の遂行に必要な事項について指導及び助

言を行うものとする。 

附 則 

第 4 条  

幼稚園、特別支援学校の幼稚部及び幼保連携型認定こども園（以下この条において「幼稚園等」

という。）の教諭等の任命権者については、当分の間、第二十三条第一項の規定は、適用しない。

この場合において、幼稚園等の教諭等の任命権者（地方自治法第二百五十二条の十九第一項の指

定都市（以下「指定都市」という。）以外の市町村の設置する幼稚園及び特別支援学校の幼稚部の

教諭等については当該市町村を包括する都道府県の教育委員会、当該市町村の設置する幼保連携

型認定こども園の教諭等については当該市町村を包括する都道府県の知事）は、採用の日から起

算して一年に満たない幼稚園等の教諭等（政令で指定する者を除く。）に対して、幼稚園等の教諭

又は保育教諭の職務の遂行に必要な事項に関する研修を実施しなければならない。 

2   市（指定都市を除く。）町村の教育委員会及び長は、その所管に属する幼稚園等の教諭等に対し

て都道府県の教育委員会及び知事が行う前項後段の研修に協力しなければならない。 

３  第十二条第一項の規定は、当分の間、幼稚園等の教諭等については、適用しない。 

 ※詳しくは、平成 26 年度文部科学省委託「幼児教育の改善・充実調査研究」「幼稚園教諭・保育教

諭のための研修ガイド―質の高い教育・保育の実現のために―」を参照してください。 

－ 8－ － 9－
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（２）新規採用教員研修文部科学省モデルの概要 

新規採用教員研修文部科学省モデルの概要を紹介します。以下の内容は、本研究会で

作成した平成 26 年度文部科学省委託「幼児教育の改善・充実調査研究」「幼稚園教諭・

保育教諭のための研修ガイド―質の高い教育・保育の実現のために―」からの抜粋です。 
①対象者と研修内容 

 

②新規採用教員研修内容例 

「幼稚園教諭・保育教諭のための研修ガイド―質の高い教育・保育の実現のために―」

では、幼稚園等新規採用教員研修に関する文部科学省モデルを基に、内容の拡充及び幼

保連携型認定こども園固有の研修課題を踏まえ、キャリアステージの第一歩でもある新

規採用教員研修の内容（例）を以下の通り示しました。幼稚園教諭・保育教諭の現職研

修と実践の支援体制を整えていく喫緊の課題にも対応しています。研修担当者が地域の

教育・保育の現状を踏まえて研修計画を立案する際の参考としてください。 
      

表 1-2 幼稚園等新規採用教員研修に関する文部科学省モデル 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       
 
 
 
 
 

対 象 者 

公立幼稚園の教諭及び公立幼保連携型認定こども園の保育教諭のうち、新規に採用され

た者 

＊自治体によっては、私立の幼稚園及び認定こども園、保育所の新任者を受け入れて実

施している例があります。公立・私立、幼稚園・認定こども園・保育所の区別なく、

教諭等の資質向上を図ることが、地域の教育・保育の質的向上につながります。 

研修内容 

園外研修 10 日間・園内研修 10 日間 

＊所属する幼稚園で実施する園内研修に、研修指導員を派遣している自治体がありま

す。さらに、研修指導員を対象とした連絡会や研修会を開催して効果を高めている例

もあります。 

研修内容 

① 園外研修 

教育センター等において、講義、演習等による研修を実施するとともに、宿泊研修を行う。

研修日数：年間 10 日間（うち宿泊研修 4 泊 5日程度） 

対象者：公立及び私立幼稚園等の新任教員 

② 園内研修 

園内において、研修指導員による指導及び助言による研修を実施する。 

研修日数：年間 10 日間 

対象者：公立幼稚園等の新任教員 

運営協議会 

① 都道府県・指定都市教育委員会は、研修計画の作成等についての協議を行うため、運営協議

会を設置する。 

② 運営協議会は、教育委員会、知事部局及び幼稚園等の関係者等により構成する。 

研修指導員 

① 都道府県・指定都市教育委員会の事務局に、非常勤の研修指導員を置く。 

② 研修指導員は、幼稚園等において新任教員に対する指導及び助言を行う。 

－ 10 －
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表 1-3  園内研修・園外研修の研修内容（例）       

領域 
研修項目 

園 外 研 修 園 内 研 修 

基
礎
的
素
養 

・小学校就学前の子供に関する教育・ 

保育の現状と課題 

・園の組織と運営 

・服務と心構え 

・個人情報の管理と危機管理 

・小学校就学前の子供に関する教育・保育

の基本 

・人権教育の推進 

・虐待の防止 

・心身に障害のある乳幼児の理解 

・体験的研修 

・小学校教育との円滑な接続 

・園の教育目標、方針の理解 

・環境を通して行う教育・保育への理解 

・教材の開発や研究 

・地域の理解と専門機関との連携 

・園務分掌 

・健康安全指導の進め方(安全管理) 

・養護と教育の関連 

・食物アレルギーへの対応 

・食育 

・得意分野の育成 

学
級
経
営

・学級経営の意義 

・一人一人を生かす学級経営 

・テイーム保育の進め方 

・家庭との連携の意義 

・学級事務の進め方 

・保護者の理解と家庭・地域との連携 

・保護者会の進め方 

・親育ちにつながる子育ての支援 

教
育
課
程
・
全
体
的

な
計
画
・
指
導
計
画

・教育目標と教育課程、全体的な計画・指

導計画の作成と展開 

・発達や学びの連続性に配慮 

・研究保育 

・園具、教具、視聴覚機器等の活用 

・教員としての成長と研修の進め方 

・週、日案の作成の方法 

・指導の実際 

・生活や遊びの指導と実際 

・行事の考え方と実際 

・環境の構成の考え方と実際 

・園具、教具等の工夫 

・実践の展開と反省・評価 

乳
幼
児
理
解 

・発達の連続性への理解 

・一人一人に応じた指導 

・乳幼児理解と評価 

・特別な支援を要する乳幼児の理解 

と指導 

・生活リズムと乳幼児期にふさわしい生活の

理解 

・乳幼児の理解と指導の実際 

・乳幼児の教育・保育における評価の考え方

・実践に生かす記録の取り方 

・指導要録の記入の実際 

 
研修領域と項目例についての留意点を以下の通りです。上記の研修例を参考にする場

合は当該留意点も踏まえてください。 
〇研修項目例については、各研修項目のねらいを明確にするため 4 領域に分けて例示し

ているが、研修項目を設定するに当たっては必要に応じて領域間の統廃合を行う等、

適切に配慮すること。 
〇研修項目については、例示してある研修項目を組み合わせたり、必要に応じて加除し

たりする等、地域や園の実情に応じて工夫すること。 
〇研修項目を実施する時期については、それぞれの研修項目の関連等に配慮して、適切

に設定すること。なお、園外研修については長期休業期間等に集中的に行うことにつ

いて配慮すること。特に年度当初の研修開催は避けるようにするなど、保育教諭が受

講しやすい研修時期にも配慮すること。 
〇研修項目を実施するに当たっての所要時間については、それぞれの内容に応じて適切

に設定すること。 

－ 10 － － 11 －
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〇特別支援学校の幼稚部にかかる研修項目の設定に当たっては、当該園における新規採

用教員研修の年間研修項目例を参考の上、心身障害教育に関する基本的内容を盛り込

むなど、新任教員の所属する園の実態等に応じて適切に配慮すること。 
〇基礎的素養における研修項目「就学前教育の現状と課題」では各地域における実情等

に配慮すること。幼稚園教育要領及び幼保連携型認定こども園教育・保育要領の主旨

をよく理解し保育実践につなげるようにすること。また、「小学校教育との円滑な接続」

を考慮すること。 
〇基礎的素養における研修項目「乳幼児期の教育の基本」では、環境を通して行う教育

を実践する際に、重視すべき事項についても配慮すること。 
〇基礎的素養における研修項目「体験的研修」では、自然体験・観察、ゲーム、音楽・

リズム・造形・身体表現、体育、飼育・栽培物の世話等についての指導等の観点に配

慮すること。 
〇教育課程(指導計画)における研修項目「指導の実際」では、遊びを中心とした園生活の

流れを通して、総合的な指導を行うことに十分配慮すること。なお、歌の指導、絵本

の読み方、飼育・栽培物の世話、基本的な生活習慣の形成や食事や片付け等、具体的

な援助の方法や実技を中心とした観点にも配慮すること。 
〇幼保連携型認定こども園として特に配慮すべき事項を受け、研修項目として発達の連

続性への配慮、一日の生活の連続性及びリズムの多様性に配慮する等、園児一人一人

の状況に応じた教育・保育の内容やその展開について考慮すること。 
〇乳幼児理解・評価における研修項目「乳幼児の理解と指導の実際」では、具体的な場

面の中で乳幼児一人一人に応じた指導を進める観点に配慮すること。 
 
本年度の研究では、各自治体で実施している新規採用教員研修の実態調査から、平成

26 年度示した研修内容（例）を更に具体的に示していきたいと考えています。特に、本

年度の研究では、新規採用教員の立場から、研修の内容や進め方について検証していき

たいと考えていますので、新規採用教員にとって近い存在にいる「園長」「研修指導員」

にインタビューをしています。「研修指導員」の立場については、文部科学省、平成 16
年 3 月に作成し通知した『新しい先生とともに』（巻末資料参照）を踏まえています。 

本冊子は、幼稚園新規採用教員研修の園内研修における研修指導員の手引きとして刊

行されたもので、新規採用教員研修の基本的な考え方や研修の内容・方法、研修指導員

の役割について解説されています。                               

－ 12 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

養成校学生と新規採用教員等の実態調
査から見た養成校学生と新規採用教員の
不安、悩み、葛藤 

 

１． 調査の概要（調査目的・内容・方法・結果） 
（１）教育・保育職継続希望 

（２）幼児教育実践力 

（３）「保育者効力感」 

（４）職務上の困難 

（５）在学時に学んでおけばよかったこと 
２．調査結果から見えてくる新規採用教員研修の必要性と在り方
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第２章 養成校学生と新規採用教員等の実態調査から見た養成校学  

 

１． 調査の概要（調査目的・内容・方法・結果） 

幼稚園教員養成課程と新規採用教員の間にある新採ギャップを明らかにするため、平成

27 年度に幼稚園及び幼保連携型認定こども園において新規に採用された教員及び幼稚園教

諭養成課程の最終学年に在籍する学生を対象に質問紙調査を実施しました。調査協力者は、

幼稚園教員養成校の最終年次の学生 637 名、国公立幼稚園教員 718 名、私立幼稚園教員 157
名である。新規採用教員のうち、これまで幼稚園・幼保連携型認定こども園で就業経験の

ない者を本調査では「新人新採」と定義します。 
調査内容は、①教育・保育職継続希望、②幼児教育実践力（54 項目、7 件法）、③「保育

者効力感」（10 項目、6 件法）（三木・桜井、1998）、④職務上の困難（21 項目、5 件法）（加

藤・安藤（2013）を参考に作成）、⑤在学時に学んでおけばよかったこと（20 項目、5 件法）

です。 
（１）教育・保育職継続希望 

定年まで働き続けたいと考えているのは、養成校では 3 割に満たず、国公立幼稚園の

新人新採で 5 割、私立幼稚園の新人新採では 1 割に満たない割合でした。私立幼稚園の

新人新採の多くは結婚や出産を機に退職したいと考えています。（表 1）。 

 
（２）幼児教育実践力 

幼児教育実践力 54 項目の因子分析から（最尤法、プロマックス回転）、子供理解に基

づいた教育・保育、他者との関係構築、要領・制度の理解、救急・疾病・栄養の理解、

評価・改善、指導計画の作成、小学校との連携・接続の 7 因子を抽出しました。他者と

の関係構築以外の 6 側面で、新人新採は、養成校学生と比べて幼児教育実践力が身に付

いていないと考えています(表 2)。 
 
 

           表 2-1   教育・保育職継続希望の分布          

養成校 

学生 

国公立 

新人新採 

私立 

新人新採 

定年まで働き続けたい 28.0% 51.3% 7.3% 

結婚したら退職したい 13.3% 8.8% 47.3% 

自分の子供が生まれたら退職したい 32.6% 15.8% 29.1% 

ある程度の年数で退職したい 10.2% 5.6% 9.1% 

自分なりのタイミングで退職したい 15.8% 18.5% 7.3% 

生と新規採用教員の不安、悩み、葛藤

第２章　養成校学生と新規採用教員等の実態調査から見た養成校学

　　　　生と新規採用教員の不安、悩み、葛藤
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   表 2-2    教育実践力の平均と標準偏差       

  養成校学生 新人新採 

  平均 SD 平均 SD 

子供理解に基づいた教育・保育 62.69 9.70 55.91 9.50 

他者との関係構築 36.19 5.85 36.24 4.81 

要領・制度の理解 18.83 3.49 18.15 3.13 

救急・疾病・栄養の理解 13.52 2.76 12.35 2.91 

評価・改善 13.52 2.76 12.35 2.91 

指導計画の作成 12.71 2.84 11.33 2.85 

小学校との連携・接続 8.93 2.23 7.58 2.23 

 
（３）「保育者効力感」※１ 

新人新採（M=26.7、SD=5.91）は、養成校学生（M=32.1、SD=5.45）に比べて、保育

者効力感が有意に低かったのです。 
（４）職務上の困難 

職務上の困難については、新規採用教員には実際の困難について質問を行い、養成校

学生には教育・保育職に就職した後の困難のイメージについて質問を行いました。21 項

目の因子分析から（最尤法、プロマックス回転）、教育・保育の困難感、人間関係の困難

感、業務量の負担感、やり甲斐・成長の 4 因子を抽出しました。教育・保育の困難感、

業務量の負担感は、養成校学生（M= 41.65、SD=6.66、M= 9.45、SD=2.18）がイメー

ジしているより、新人新採（M= 43.47、SD=5.97、M= 10.08、SD=2.70）は高く感じて

いました。一方、人間関係の困難感は、新人新採（M= 7.70、SD=2.82）が実際に感じて

いるよりも、養成校学生（M= 9.73、SD=2.33）は困難が高いであろうとイメージしてい

ました。 
（５）在学時に学んでおけばよかったこと 

在学中に学んでおけばよかったこと 20 項目の因子分析から（最尤法、プロマックス回

転）、指導方法・指導技術、関係作り、理論・制度、文書作成の 4 因子を抽出しました。

指導方法・指導技術については、新人新採（M=38.52、SD=）の方が、養成校学生（M= 
35.69）より学んでおけばよかったと感じていました。一方、関係作り、理論・制度につ

いては、養成校学生（M=4.05、M=3.96）の方が、新人新採（M=3.73、M=3.45）に比べ

て学んでおけばよかったと感じていました。 
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２．調査結果から見えてくる新規採用教員研修の必要性と在り方 

調査の結果から新規採用教員の悩みの側面に焦点を当てて概説します。 
前述①の教育・保育職継続希望に関して、長期間継続を希望しない背景にはいくつかの

要因があると考えらます。一つは現実問題として、新規採用教員に求められる仕事量の多

さ等から「教育・保育職継続希望が叶いにくい現実」と認識している可能性があります。

またもう一つは養成課程を進路として選んだ中で「自分の子は自分で育てたい」等の育児

観を持つ者もいると考えられるので、この点に関しての分析は、今回の調査の目的とずれ

るので控えることとします。 
前述②の教育実践力に関する新規採用教員の悩みとしては、養成校学生に比べて新規採

用教員の方が実践力に対する自己評価がほぼ全ての項目で落ちています。このことから、

「全般的な力不足」を悩みとして抱えていることが想定でき、養成校学生以上に研修によ

る自己研鑽と向上の必要性を強く感じていることにつながっています。例えば、日常の実

践の中で「指導計画の作成」に関する困難感が強く、新規採用教員の 8 割以上が週案を、

半数以上が日案を作成している中で、実際に週案や日案などの個人記録を書くのが大変で

あると認識している度合いが非常に高いことが判明しています。 
いずれにしても、養成校学生以上に研修による自己研鑽と向上の必要性を強く感じてい

ます。当然ながら、この真摯な思いに向き合える研修の場を十分に用意する必要がありま

す。特に、教育・保育の内容、指導方法、表現活動に関する基本的な指導技術、教育相談

の技法、小学校との接続関係に関する実践力不足が強く感じられているようです。また、

環境の構成、子供に対する指導方法を在学時によく学んでおけばよかったという思いもあ

ります。「保育者効力感」に関する新規採用教員の悩みとしては、これも「教育実践力」同

様に、養成校学生よりも新規採用教員の方が全体的な自己評価が落ちています。特にどの

年齢を担任してもやっていけるということに対して、一番難しさを感じていることから、

発達への対応への悩みが広く新規採用教員にあることが伺えます。また、行事、教育・保

育内容、学級運営、仕事量、集団への指導、多様な子供への対応についての困難を感じる

教員が多く、これもそのまま悩みに直結していると考えられます。 
養成校学生と新規採用教員とのギャップを比較する中では、「学び方の変化」も見ること

ができます。養成校では、フォーマルな性格の強いカリキュラムの基で他の学生たちと「共

に学ぶ」ことが多い。現場では、一転してインフォーマルな性格が強い「見て学ぶ」こと

が多くなります。その一方で、採用されたその日から学級担任として、個々の子供の差を

踏まえた指導と援助が求められます。「見て学ぶ」余裕の無さが新規採用教員に力量不足を

感じさせる一因につながる可能性は十分にあると考えられます。 
学び方の変化が、養成校学生から新規採用教員に移行する中で生じているとすれば、研

修についても検討が必要になってきます。 
日常的に、新規採用教員が同僚の指導を「見て学ぶ」という学習方法が十分できる状況

であれば新規採用教員の悩みや戸惑いも変わってくるかもしれません。実際は、こうした悩

－ 16 － － 17 －
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みを抱えつつ、相談や援助、更に研修の機会を積み重ねていく中で、幼稚園教員としての

力量を身に付けていくことです。本調査から、そこまで育つには 3 年から 5 年かかるとい

う実情が見えてきました。 
養成校学生から新規採用教員になった段階で一度低下した、「保育者効力感」や「幼児教

育実践力」「職務上の困難度」は、3 年から 5 年を経て上昇し、その後安定してくる（報告

書参照）。その間に、新規採用教員が次々と退職してしまうことを考えれば、研修の必要性

とその在り方の見直しは喫緊の課題であると言えます。 
本調査の結果を端的にみれば、教育現場に自ら身を置くことにより生じた、「学習者」か

ら「教育者」へのアイデンティティの変容に直面した困惑なのだと思われます。この「学

習者」から「教育者」への変容が著しい場合に、ギャップが生じます。つまり、教育と学

習という相互補完的な行為における両端に位置する立場が急激に入れ替わった時に、ギャ

ップが生じるのです。旧来教育観と学習観において、熟達者が既知の情報や技術を未熟者

に伝達し、未熟者がそれを受け取るというものでした。そこでは、教育者と学習者の立場

が入れ替わる可能性については想定されてきませんでした。学習者は常に学習者であり、

教育者は常に教育者であり続けるのです。しかし、教員養成課程においては、学習者はい

ずれ教育者の立場に身を置くこととなります。旧来の教育観・学習観を持ったまま養成校

時代を過ごし、新規採用教員として現場に立てば、新規採用教員にギャップが生じるとい

うのも無理はないことだと言えます。しかし、昨今の「学びの共同体理論」※２に立てば、

「教える・学ぶ」という行為は、重層的かつ同時的に生じるということ、つまり、「学習者」

と「教育者」が一人の人間の中でそれが同時に生じ、複数の人々の間で行われるべきもの

です。 
ほとんどの新規採用教員が「わたしは養成校で一生懸命学んできた」と答えると思いま

す。しかし、それは、「実践について教わったこと」であって、教育実践から地道に構築さ

れてきた「学びの共同体論」でいうところの教育観・学習観と大きな隔たりがあるのです。

研修を組み立てる上で必要となってくる教育観・学習観は、熟達者が教えることを学ぶと

いう図式から、自らが教えつつ、教えることについて反省的に学ぶ図式への転換が求めら

れていると言えるのではないでしょうか。この図式の組み換えは、当然研修においても活

用されると同時に、養成校段階のカリキュラムにおいても活用可能と考えられます。この

学びの在り方の連携によって、自らが教えつつ、教えることについて反省的に学ぶという

重層的関係の濃淡が暫時的なものになれば、「新採ギャップ」は低減されていくのかもしれ

ません。そこでの新規採用教員の教員像とは、「教育者」なのか「学習者」なのかといった

ジレンマに苛まれることなく、「教育者であり、学習者でもあり続ける」教員像となってい

くと考えられます。そういった成長していく教員像を支えるための研修が今後必要になっ

てくると思われます。 
新規採用教員は、実践の問題に直面しています。実践の問題は、状況依存的に諸要素が

複雑に絡み合った状態で実践者の前に立ち現れる（本調査においても、養成校学生と新規

－ 18 －
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採用教員との間のギャップが一部の項目ではなく、項目間全体に及んでいたことからも推

測できる）。それと同時、協働的に問題解決に当たることが大切です。実践の問題には、フ

ローチャート化され、それに沿って行けばたどり着く正答というようなものはありません。

その場の状況、文脈、出来事の経緯や育ちに対する教員の願い等から判断され、その場で

よりよいと瞬時に判断された方法が具現化され、それに対する子供たちからの応答により

その正否が決まってきます。さらに、その正否についても、実践の問題が持つ連続性とい

う特徴から、ある時点での問題解決の正否で全てが終結したということにはなりません。

実践の場においては、ある問題が別の問題と結び付いているため、十全的な解決というも

のがないということも特徴と言えます。ある問題が緩和したとしても、常に、新たな問題

と向き合わなければならないということです。 
「新採ギャップ」は養成校学生と新規採用教員との間にあるギャップだからこそ、養成

校もこの問題について真摯に受け止め、カリキュラム編成の在り方や授業形態の在り方に

ついても再検討していく必要があります。 
新規採用教員は、「教育者」でありつつも、まだ教員としての成長過程の端を発する人材

であり「学習者」です。特に、実践の中での学びについては、初経験の状態にあると考え

られます。そのことを十分に踏まえた研修の方向性を探ることが今後の課題であり、次章

以降で、具体的に示していきたいと考えます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※１「保育者効力感」とは、本調査に際し先行研究で使用されている言葉を使用しています。ここでいう

保育者は、幼稚園教諭・保育士を言います。 

※２「学びの共同体論」とは、佐藤学氏が提唱する授業改革論です。教える側から学ぶ側という一方向的

知識・技能伝達という教育・学習観を批判し、授業の本質を、「対話」と「協同」という観点から理

論づけたものです。 

－ 18 － － 19 －
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第３章 新規採用教員研修の実際に見る新規採用教員の不安、悩み、 

 
 本研究では、新規採用教員研修のより効果的な実施を目指して、新規採用教員研修につ

いて先進的取組をしている高知県と群馬県の教育委員会の新規採用教員研修担当部署にお

ける研修の計画や実施の状況、課題について、実地調査を行いました。特に、本章では、

実地調査の結果の概要を紹介するとともに、第 2 章で行ったアンケート調査結果を踏まえ

て、新規採用教員が抱える不安、悩み、葛藤に焦点を当てて分析考察をします。 
 
１．実地調査の概要（調査目的・内容・方法） 

（１）調査目的 

新規採用教員研修の先進的取組をしている都道府県教育委員会の研修担当指導主事、

研修指導員、新規採用教員受入れ園長へのインタビューを含めた実地調査を実施し、新

規採用教員が抱える課題を把握するとともに、その在り方を検討する。 

（２）調査の内容 

    質問項目については、以下のとおりです。ただし、実際には、事前に送付した質問項

目に沿って、研修担当指導主事より各県で用意した研修資料等に基づいての説明を受け、

その後、質問項目に沿って疑問点等を確認する形で進めました。また、群馬県では、新

規採用教員研修を受け入れている幼稚園に訪問し、園長と研修指導員と同時にインタビ

ューしました。 

 

＜質問項目＞ 

■新規採用教員研修の計画 

①新規採用教員研修を誰が、いつ、どのように企画しているか。また、企画する際の留

意点等はどのようなことか。 

②受講者である新規採用教員の課題はどのように受け止めているか。また、新規採用教

員研修を実施する際の課題はどのようなことか。 

③新規採用教員の研修ニーズや悩みや課題などの実態把握をどのように行っているか。

また、それらのことをどのように研修内容に反映しているか。 

④新規採用教員研修及び 10 年次経験者研修のそれぞれにおいて、身に付けさせたい力は

どのようなことか。 

■新規採用教員研修の実施 

⑤研修の実施の際、その方法や特に配慮し工夫していることはどのようなことか。 

⑥新規採用教員の園内研修（10 日間）と園外研修（10 日間）の内容と関係は、どのよう

になっているか。 

⑦指導主事等が研修実施の際どのような役割を果たしているのか。 

⑧新規採用教員研修（20 日間）の中での園内研修（10 日間）をどのような内容や手法で

行っているか。 

⑨新規採用教員研修の研修指導員等の活用をしているか。活用しているとすればどのよ

うな役割を持っているか。そのために、研修指導員研修を実施しているか。実施して

葛藤 
第３章　新規採用教員研修の実際に見る新規採用教員の不安、悩み、

　　　　葛藤

－ 23 －
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いる場合には、その内容はどのようなものか。 

■新規採用教員研修の評価 

⑩新規採用教員研修では、どのような評価を実施し、改善を行っているか。 

⑪新規採用教員の自己評価をどのように行っているか。また行った結果をどのように本

人、園長等にフィードバックしているか。 

⑫新規採用教員の評価を他の研修プログラム等で活用しているか。 

■その他 

⑬養成校に対しての要望はあるか。 

⑭保育教諭の新規採用教員研修として新たな取組を行っているか。 

⑮保育教諭の新規採用教員研修を実施する際の課題は何か。 

⑯就学前の教育・保育の研修担当者としての課題は何か。 

 

（３）調査方法（日時・場所・インタビュー対象） 

   ○平成 27 年 9 月 10 日（木曜日） 10：00～12：00、13：30～15：30 

     群馬県総合教育センター  ：幼児教育センター 幼児教育センター長 

研修担当指導主事  

     桐生市立西幼稚園（群馬県）：園長 

新規採用教員研修指導員（公立幼稚園の退職園長） 

 ○平成 27 年 9 月 14 日（月曜日） 13:00～15:00 

     高知県教育センター    ：幼保研修担当 研修担当指導主事 

保育指導員（公立幼稚園の退職園長） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

－ 24 －
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２．新規採用教員研修の実地調査の結果 

（１）担当指導主事へのインタビュー調査の概要 

質問項目に沿ったインタビューから、研修担当指導主事は、新規採用教員研修の計画

や実施に当たっては、様々な工夫をしていることがわかりました。調査結果は、以下に

示すとおりです。なお、本研究ではこれらを活かして、第 4 章において「より効果的な

研修モデル」（ｐ39～ｐ55 参照）を作成しています。 
■新規採用教員研修の計画 

新規採用教員研修を誰が、いつ、どのように企画しているか。企画する際の留意等はどの

ようなものか。 
高  知  県 群  馬  県 

・年間 2～3 回（6・10・2 月）「幼保研修運

営協議会」を開催し、その意見を基に研

修計画等を行っている。組織：行政、団

体代表（幼稚園、保育所等） 
○協議内容 
・研修計画に対する検討  
・中間評価に対する検討 
・年度間の評価を踏まえた研修改善の検討

・9 月から 10 月に、前年度の反省に基づき

「指導主事企画」を研修企画係、私立幼

稚園協会と一緒に検討し、研修計画を行

っている。 
○協議内容 
・研修計画に対する検討（具体的実務的研

修） 
・宿泊研修計画に対する検討 
・自己評価に対する検討（年間 10 回の園内

における研修には園長と担当指導員が一

緒にいる。） 
・年度間の評価を踏まえた研修改善の検討

 
受講者である新規採用教員の課題はどのように受け止めているか。また、新規採用教員研

修を実施する際の課題はどのようなことか。 
高  知  県 群  馬  県 

・公立、私立の幼稚園・保育所・認定こど

も園が一緒に研修を行っている。そのた

め、市町村によって研修に対する意識の

違いがある。所管部局による意識の違い

（教育委員会と福祉部局）、センターでの

研修をそれぞれの市町村で生かし切れて

いない部分もあるのではないか。 
・退職者の増加により、採用者の割合が増

加している。そのため、現在の指導体制

（教育センター）では、一人一人への細

かな支援体制が十分できていない。（研修

指導員の積極的な活用が必要） 

・職歴があったり年齢差があったりして、

公立幼稚園は新規採用であっても年齢が

高い場合もある。 
・研修は基本的知識・技術、幼児理解、教

育課程・指導計画に関するもの及び環境

の構成（幼児と遊ぶ楽しさ）に関する技

術指導を中心に行い、更に園内研修を 10
回することによって実践力向上を目指

す。 
・新規採用教員には、1 年間担当指導主事

が対応し、なるべく 1 対 1 で対応するよ

うにして、指導助言や相談の受け入れを

行い、その年度の学級担任的役割を果た

すようにしている。 
・私立幼稚園の新規採用教員の園内研修の

支援は現在行っていない。ただし、長年

－ 24 － － 25 －
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園外研修は宿泊研修も含めて一緒に行っ

ている。 
・保育士まで含めてやってきていない。保

育教諭として一緒にできないか。児童福

祉課の管轄であり、保育協議会が行って

きた研修があるので、すぐには難しいが、

幼児教育センターを軸として、一緒に研

修を行い質の向上に努めたい。 
 
新規採用教員の研修ニーズや悩みや課題などの実態把握をどのように行っているか。また、

それらのことをどのように研修内容に反映しているか。 
高  知  県 群  馬  県 

・研修実践シートを作成し、研修後、学ん

だことや自身の研修課題を明らかにし、

目的や課題意識を持って、次回の研修に

臨めるようにしている。また、シートは、

園長（所長）が確認し、日々の実践の中

でも必要な助言を行うようにしている。

・研修終了後には、研修に対するアンケー

トを実施している。（研修内容について、

研修で何を学んだかなど） 
・アンケートは、研修受講だけではなく、

園での実践状況について、園長（所長）

の第三者による効果測定を行っている。

・年間 10 回の園内における研修には、園長

と指導員が必ず一緒にいる。自己評価を

毎回行い、研修のまとめと今後の取組に

対する記録・反省は毎回提出する。記録

は、園長（所長）及び担当指導員が確認

し、必要な助言を行うようにしている。

緊急性のある内容は早期対応を行う。 
・毎回研修アンケートを実施し、研修後、

学んだことや自身の研修課題を明らかに

し、課題意識や目的を持って、次回の研

修に臨めるようにしている。（研修内容に

ついて、研修で何を学んだかなど） 
 

 
新規採用教員研修及び 10 年経験者研修のそれぞれにおいて、身に付けさせたい力はどのよ

うなことか。 

高  知  県 群  馬  県 
○新規採用教員 
・教員、保育士としての自覚と責任を身に

付ける。 
・組織の一員としての自覚を身に付ける。

・社会人としての自覚と責任を身に付ける。

・子供の捉え方（乳幼児理解）を身に付け

る。 
・指導案、記録の書き方を身に付ける。 
・コミュニケーション能力を身に付ける。

○10 年経験者研修教員 
・中堅職員としての自覚と責任を身に付け

 る。 
・ミドルリーダーマネジメントを身に付け

○新規採用教員 
・基本的知識・技術、幼児理解、教育課程・

指導計画に関するものを目指す。 
・環境の構成（幼児と遊ぶ楽しさ）に関す

る技術指導及び教材研究を目指す。 
・園内研修を 10 回することによって、子供

や園の実態にあった日案が書けるよう

に、実践力向上を目指す。 
・コミュニケーション能力を身に付ける。

・子供の捉え方（幼児理解）を身に付ける。

○10 年経験者研修 
・新規採用教員とペアを組みながら新規採

用教員の課題に沿って相談助言を行う。
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る。 
・全園的な視点で園経営に参加することの

できる力を身に付ける。 
・後輩等の支援や指導をできる力を身に付

ける。（2 年次との合同研修実施） 
・乳幼児理解を深める。 
 

・記録の付け方・工夫を身に付ける。 
・幼児理解を深める。 
・ミドルリーダーになるための力を身に付

ける。 
・特別支援の子供対応リーダーになるため

の力を身に付ける。 
・組織マネジメントを身に付ける。 

 

■新規採用教員研修の実施 

新規採用教員の園内研修（10 日間）と園外研修（10 日間）の内容と関係は、どのようにな

っているか。 
高  知  県 群  馬  県 

○園内研修 10 日間 
・保育者指導員を活用している。 
・実践研究を行い全職員が参加して、園内

研修を開催（1 回） 
・保育者指導員・園長との実践研究による

個別研修（1 回） 
・園長（所長）の指導による実践研究（１

回）と、教育センターで行う研修講座の

組合せで構成している。 
・会議システムを導入している。（1 か所）

・高知県では、保育所も対象としているこ

とから 3 年間によるステップアップ研修

を実施している。（新規採用教員研修 7
日） 

○園内研修 10 日間 
・研修指導員を活用している。（全 10 回園

内研修及び相談）1 人の新規採用教員に 1
人の研修指導員を配置している。 

・実践研究を行い全教職員が参加して、実

践研究と保育研究会を開催（1 回） 
・研修指導員・園長との実践研究による個

別研修（3 回） 
・指導員・指導教員の指導による実践研究

（2 回） 
・指導員のみの指導による実践研究（4 回）

・教育センターで行う研修講座との組合せ

で構成している。 
・指導員による相談システムを導入 
・宿泊研修も実施している。（2 泊 3 日） 

 
指導主事等が研修実施の際どのような役割を果たしているのか。 

高  知  県 群  馬  県 
・園内研修の支援者である保育者指導員に

対して、事前に研修対象者の課題や支援

の在り方等について情報提供を行う。 
・研修では、グループ学習等の支援者とな

る。 
・園長（所長）との連携を保ちながら、研

修対象者の園での研修をサポートする。

・園内研修支援後には、「報告書」を作成し、

成果や課題について、教育センターに報

告を行う。 

・園内研修の支援者である研修指導員は、

毎回記録や反省、指導計画について確認

を行い、相談に応じながら実践力改善に

努める。 
・研修では、グループ学習等の学級担任的

役割（相談者）となる。 
・園長（所長）と研修指導員は連携を保ち

ながら、新規採用教員の園での研修をサ

ポートする。 
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新規採用教員研修（20 日間）の中での園内研修（10 日間）をどのような内容や手法で行っ

ているか。 

 
新規採用教員研修の指導員などの活用をしているか。活用しているとすればどのような役

割を持っているか。そのために、指導員研修を実施しているか。実施している場合には、

その内容はどのようなものか。 
高  知  県 群  馬  県 

・指導員を活用している。主な業務は、園

内研修における指導と支援を実施。 
・指導員会を開催し、受講対象者の自己評

価やアンケート等を基に、より実情に応

じた研修支援について協議を行う。 
・教育センターの方針を伝え、共通意識を

持って指導できるように、5 月に指導員

会議を開催している。 
・指導員の学習は実施していないが、教育

センター等の研修で可能なものに参加し

ている。 

・指導員を活用している。主な業務は、園

内研修における指導と支援を実施。（10
日） 

・指導員会を開催し、受講対象者の自己評

価やアンケート等を基に、より実情に応

じた研修支援について協議を行う。 
・教育センターの方針を伝え、共通意識を

持って指導できるように、5 月に研修指

導員会議を開催している。 
・研修指導員の研修会は実施していない。

 

■新規採用教員研修の評価 

新規採用教員研修では、どのような評価を実施し、改善を行っているか。 

高  知  県 群  馬  県 
・年間 2～3 回（6・10・2 月）「幼保研修運

営協議会」を開催し、その意見を基に研

修計画等を行っている。組織は、行政、

団体代表（幼稚園、保育所等） 
○協議内容 
・研修計画に対する検討  
・中間評価に対する検討 
・年度間の評価を踏まえた研修改善の検討

・9 月から 10 月に、前年度の反省に基づき

「指導主事企画」を研修企画係、私立幼

稚園協会と一緒に検討し、研修計画を行

っている。 
○協議内容 
・研修計画に対する検討（具体的実務的研

修） 
・宿泊研修計画に対する検討 
・自己評価に対する検討（年間 10 回の園内

における研修には園長と担当研修指導員

高  知  県 群  馬  県 
○園内研修 
・園全員参加による実践研究（1 日） 
・指導員、園長との実践研究（1 日） 
○園外研修 
・教育センター研修（5 日） 

○園内研修 
・園全員参加による実践研究（1 日） 
・指導員、園長との実践研究（3 日） 
・研修指導員・指導教員の指導による実践

研究（2 回） 
・研修指導員のみの指導による実践研究（4

回） 
○園外研修 
・宿泊研修（2 泊 3 日） 
・教育センター研修（10 日） 

－ 28 －
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が一緒にいる。） 
・年度間の評価を踏まえた研修改善の検討

 
新規採用教員の自己評価をどのように行っているか。また行った結果をどのように本人、

園長等にフィードバックしているか。 
高  知  県 群  馬  県 

・研修終了後には、4 件法によりアンケー

ト調査を実施する。 
・年度末に、園長（所長）にアンケートを

実施し、多様な角度から研修効果を検証

する。 

・年 10 回の研修ごとに、記録と反省・自己

評価を提出する。園長・研修指導員が確

認する。 
・年 10 回の指導内容について、群馬県教育

委員会に報告する。 
 

新規採用教員の評価を他の研修プログラム等で活用しているか。 
・特になし 

 

■その他 

その他、上記以外のことで貴県において取り組んでいることは何か。 

高  知  県 群  馬  県 
・保育所、認定こども園における新規採用

教員を各市町村に問い合わせ、人数を把

握している。しかし、新規採用教員が複

数の場合、全員を研修に参加させること

が難しい。（代替えの保育者の確保が困

難） 
・市町村に対して、保育所、認定こども園

における研修の必要性を広報している。

・保育所から幼稚園に異動した場合、3 歳

の関わり方の違いや言葉の違いに戸惑

う。保育所の 3 歳は自立している。幼稚

園は入園したばかりなのでゆっくりとし

た指導である。 
・保育所における新規採用教員研修の必要

性を広報している。 
・知事部局（子ども未来局）と話し合い、

補助執行の正式書類をかわし、公立保育

所のみだが10 日間の指導員派遣を幼稚園

と同じように実施する。新規採用教員研

修は学校教育の教員として重要という話

を子ども未来局と丹念に行う。 
・保育教諭と保育士まで含めて新規採用教

員研修を行う必要性を感じる。 
 
（２）新規採用教員の不安、悩み、葛藤 

実地調査では、指導主事、研修指導員、園長へのインタビューより、新規採用教員が

様々な課題を抱えていることもわかりました。ここでは、これらを考察するに当たって、

不安、悩み、葛藤の３つに分類しました。実際には、新規採用教員にとって、不安は悩

みでもあり、葛藤にもなっていくので、必ずしも明確に３つに分類することはできませ

んが、第 2 章にも述べた「新採ギャップ」のメカニズムを明らかにしたいと考え、本章

では、あえて以下のような定義を持って３つに分類しました。 

－ 28 － － 29 －



24 
 

「不安」・・何となく心配になったり、漠然としているが不安定な心的状態や、よくな

いことが起こるのではないかという感覚になること。 
「悩み」・・物事がうまくいかず、どうしてよいか迷い、あれこれ考えてしまうこと。

「葛藤」・・心の中に相反する動機・欲求・感情などが存在し、そのいずれをとるか迷 
  うこと。 

  
なお、新規採用教員の不安、悩み、葛藤の分析考察に当たっては、園長あるいは園長

経験者、または新規採用教員の指導者である、岩城眞佐子氏（中央区月島幼稚園 園長）、

大竹節子氏（元品川区二葉すこやか園 園長）、黒澤聡子氏（元江東区立ちどり幼稚園 園
長）の三氏にも依頼し、それぞれの立場から、新規採用教員の内的な理解を深めるため

の助言を受けました。 
 

①インタビュー調査に見られる新規採用教員の抱いている「不安」とその対応 

  新規採用教員の抱いている「不安」ついて、以下のことが明らかとなりました。 

■「不安」の概要 

 
 
 
 
 
 
 
 

新規採用教員が不安に抱いていることには、大きく分けて二つあります。一つは、「園

の組織と運営がわからない」「職員のチームワークの中に入れない」「時間内に仕事がで

きない」等、自分は一生懸命やっているがうまくいかない、あるいは、他の教員に迷惑

を掛けているのではないかという組織の一員として行動できていないことへの不安です。   
二つ目は、子供との関わりに喜びや、やりがいを感じている反面、「子供への適切な言

葉けがわからない」「次にすることの見通しが持てない」「行事の準備ができない」など

といった指導者としての自信が持てないことから生じる不安です。学級担任をしている

場合には、保護者との関わりにおいて自信が持てない等、学級担任として応えていかね

ばならないことへの焦りと不安もあります。 
■「不安」に対する指導主事、園長、研修指導員の受け止めとその対応 

指導主事、園長、研修指導員の側でも、新規採用教員に対して、「チームワークを意識

してほしい」「服務と心構えを持ってほしい」「挨拶言葉遣いを身に付けてほしい」など、

社会人や組織を構成する職員の一人としての自覚と責任を持つことと、「先生」としての

使命感を持つこと等、指導者としての自覚と責任を持つことを願っていることがわかり

ました。ただし、そのためには、新規採用教員が不安に感じていることを理解して寄り

新規採用教員の抱いている「不安」 

○自分は、一生懸命頑張っているのだが他の職員に迷惑を掛けているのではないかとい

う組織の一員として行動できないことへの不安。 
○「時間内に仕事ができない」「子供への適切な言葉掛けがわからない」「次にするこ

とへの見通しが持てない」などの指導者としての自信がないことへの不安。 

○学級で起こる様々な問題に対して、担任としての責任の一人で解決しなければならな

いという責任に対する不安。 
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添いながら支援していくことが必要と感じ、園長や研修指導員はいつも相談できる雰囲

気を作っていくことが大切と考えています。特に、外部の人間として定期的に園を訪問

する研修指導員の果たす役割が非常に大切という報告がありました。 
インタビュー調査を行った研修担当指導主事や園長の話から、研修指導員が新規採用

教員に対して、「養成校時代のゼミの先生のように寄り添い話を聞いている」「新規採用

教員から漠然としていてうまく言葉にならない話をじっと傾聴し、園長の思いを仲立ち

しつつ、さりげなく指導している」「定期的に巡回して相談に乗っている」などの対応が、

新規採用教員の不安の解消につながっているということがわかりました。こうした研修

指導員の姿勢により、新規採用教員が実践の中で起こる問題を教員としての自分の問題

として受け止めるようになり、自から学ぶ教員、すなわち学習者としての自立を促して

いくと考えます。 
■「養成校学生との比較」からの考察 

こうした不安について、養成校学生と比較してみます。確かに「幼稚園の先生になり

たい」「子供が好き」「やりがいがある仕事」という学生が、教育実習などを経て免許を

取得し就職していきます。しかし、教育実習でも、徹夜しないと日誌が書けないことや、

部分実習や終日実習の準備や段取りがうまくいかないことに心が折れてしまう学生も少

なくありません。こうした新しい場面にすぐに適応できない日々の連続は、不安を更に

募らせてしまいます。 
コミュニケーションなどの体験不足から、新しい場面にうまく適応できていないので

「不安」を感じる、その結果、課題や仕事が終わらず、ますます不安に陥ってしまうと

いう、負のサイクルが、新規採用教員研修の期間に起こっているようです。現職の場合、

特に一人担任の場合には、自分で解決しなければならないため、様々な場面で専門家と

しての対応が求められるので、そのプレッシャーから、「ますます不安」が拡大していま

す。 
これらのことを考えると、新規採用教員には不安があるのは当然であり、うまく解決

しないこともあるが、そのことを教員としての自分に課せられた課題として前向きに受

け止められるようにしていくことが大切であるという理解です。そのために、新規採用

教員が感じている「不安」を言葉にしながら、前向きになれるような支援が必要ではな

いでしょうか。 
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②インタビュー調査に見られる新規採用教員の抱いている「悩み」とその対応 

  新規採用教員の抱いている「悩み」ついて以下のことが明らかとなりました。 

■「悩み」の概要 

 
 
 
 
 

 
 
新規採用教員の抱いている悩みには、大きく分けて三つあります。 
一つ目は、「子供理解ができない」「遊びの指導や説明がうまくできない」「集団の中で

一人一人を見ることが大変」「子供が話を聞いてくれない」「学級経営がうまくいかない」

等といった学級経営について悩みを抱いているということです。 
二つ目は、「教育課程や、教育内容や教育・保育の内容に関する全体的な計画、指導計

画がわからない。」「何をどのように書いてよいのかわからない」「月案や日案といった指

導案が難しい」などの指導計画作成ができないという悩みを抱いていることです。 
三つ目は、「遊びや生活の発展がわからない」「自然遊びが難しい」「何をして遊べばよ

いのかがわからない」という、子供たちの豊かな育ちを保障していくためには、遊びを

どのように捉え、どのように環境を構成していくかです。 
■「悩み」に対する指導主事、園長、研修指導員の受け止めとその対応 

園長や研修指導員は、新規採用教員には、生活や遊びの指導と実際、また環境の構成、

実践の展開と反省・評価等の基本をしっかり身に付けてほしいと願っています。具体的

に、学級経営に当たっては、一人一人を生かすことと集団の教育・保育、ティームでの

教育・保育の進め方、家庭との連携」等を身に付けてほしいと願っています。さらに、

指導計画作成や、生活、遊びへの指導などです。これらは、養成校でも学んできて知識

では理解していますが、実践力にはなっていません。体験を通してその知識を再構成し

ていくことが必要です。 
「①インタビュー調査に見られる新規採用教員の抱いている「不安」とその対応」で

も述べたように、研修指導員の関わりは重要です。この場合、新規採用教員が、一生懸

命やろうとしたことをむやみに否定する、経験者の考えを押し付けるのではなく、新規

採用教員の悩みに傾聴し、現場の園長やその園が目指す方向性や教育の実現に向けて具

体的に助言することこそが、新規採用教員研修に対する意欲を喚起させ、主体的な学び

を展開していくことになります。主体的な学びに展開していった事例として、「一生懸命

よく考えたよね。だけど年中クラスにはどうかしら。年少さんならぴったりかもね」「こ

の指導案はよくできているけど、全国どこの幼稚園でも使えるかもしれないね。せっか

新規採用教員の抱いている「悩み」 

○「集団の中で一人一人を見ることが大変」「子供が話を聞いてくれない」などの学級

経営に関する悩み。 

○「子供を一生懸命見ているが、子供の理解が十分できない」「記録の取り方がわから

ない」など子供の記録や指導計画作成に関する悩み。 

○ねらいや活動に沿って環境の構成がうまくできない悩み。 
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く指導案を立てるなら、あなたの学級でしか書けないものを考えてみたらどうかしら」

などの助言の仕方が報告されています。新規採用教員が、今自分に何が必要なのかにつ

いて考えられるような研修指導員の関わりが重要なのです。 
■「養成校学生との比較」からの考察 

「自然遊びが難しい」「何をして遊べばよいのかがわからない」といった遊びの指導者

としての体験不足は、養成校学生としての悩みでもあります。養成校学生自身が既に「鬼

ごっこをしたことがない」「ドッチボールは体育でしか知らない」「しろつめ草がわから

ない」「なぜ、しろつめ草から首飾りができるのか」等といった実態であるということが

現実です。教材研究や環境の構成をするにも、前提となる遊び体験不足や生活体験不足

があることを理解しておく必要があります。 
つまり、現在の新規採用教員には、体験不足を補う研修プログラムも必要なのかかも

しれませんが、それは単純に体験不足なので教えるということではありません。教員は、

自らが学習者としてその資質向上を図ることが重要であることを踏まえると、課題は、

新規採用教員自らが体験不足であることを自覚し、そのことについて意欲的に学ぼうと

する姿勢を持つことです。このため、具体的なやり方を教えるというよりは、悩みを解

決する方法を一緒に考える、解決の手掛かりを得た時にはしっかり受け止め、自らの専

門的成長を自覚させていくことが必要です。  
 

③インタビュー調査に見られる新規採用教員の抱いている「葛藤」とその対応 

新規採用教員の抱いている「葛藤」ついて、以下のことが明らかとなりました。 

■「葛藤」の概要 

  

 

 

 

 

 

 

 

新規採用教員の抱いている葛藤には、大きく分けて二つあります。一つは、新卒で働

く新規採用教員の抱いている葛藤です。すなわち、先輩教員の子供との関わりや遊びの

指導を見ていて、自分もそうしたいという理想を描くが、なかなか現実がついて行かず、

理想と現実の間で葛藤することです。 
二つ目は、保育所などの教育・保育の経験がある新規採用教員の抱いている葛藤です。

新卒で働く新規採用教員の抱いているような葛藤ではなく、採用当初は、子供との関わ

りに多少自信を持っていますが、いろいろな場面で幼稚園の考え方や幼児教育の考え方

新規採用教員の抱いている「葛藤」 

○先輩教員の子供との関わりや、遊びの指導を見て、自分もうまくできるように頑張る

が、うまくいかず、理想と現実の間で葛藤する。 
○教育・保育の経験がある新規採用教員が、新しい環境の中で、これまで身に付けてき

た「幼児の発達の理解」などがうまくできず、「本当にこれでよいのか」と、葛藤す

る。 
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に触れる毎に、段々自信を無くしていきます。5 月の連休明け位から「本当にこれでよい

のか」という疑問を抱き始めたりもします。教育・保育の経験があるがゆえに自分が基

準にしてきたことは何かということになり、葛藤が生まれると言えます。経験者である

本人には、結果として「経験や自分の思いを否定された」ということがこのような状況

を作り出していると言えます。 
■指導主事、園長、研修指導員の受け止めとその対応 

研修指導員は、新規採用教員が葛藤を体験することは必ずしもマイナスではないと、

報告しています。課題意識が高いことや専門性に関する意識が高いと自分の力や現実と

のせめぎ合いが起こり、拮抗する気持ちから葛藤が生まれています。むしろ、それを乗

り越えて一回り大きくなることが大切であり、そのための支援体制の構築が必要です。 
教育・保育の経験のある新規採用教員の場合は、「今までそんなことしてきたの」とい

うような言い方ではなく、むしろ今までの経験を認めながら、新たなる考え方を融合し

ていけるような助言が必要です。どちらが正しいという二択ではなく、どちらもそれぞ

れに意味があることとし、その上で新しい考え方を構築していくことができるような園

長や研修指導員の対応が求められます。特に、保育所から幼稚園や幼保連携方認定こど

も園に異動してきた場合には、今までやってきた実践が否定されたと受け止めないよう

に、慎重な言葉掛けが求められます。 
■「養成校学生との比較」からの考察 

養成校学生の葛藤と比較してみます。養成校学生の場合は、教育実習やボランティア

等の場で様々な不安や悩みを抱えています。しかし、必ずしも葛藤という拮抗した感情

にまでは至っていないことが多いようです。それは、周囲に幼稚園教諭や保育教諭、保

育士を目指す仲間や養成校教員がいるので、仲間も同じような不安や悩みを持っている

ことに気付いたり共有したりすることで、ホッとした気持ちになり不安や悩みを解消し

ていくことができるからです。 
一方、現職になると、新規採用教員は、ベテラン教員の中で孤立しているので、不安

や悩みがいつのまにか葛藤になって、抱え込んでしまうことになるようです。 
（３）まとめ   

新規採用の時期は、養成校で学んだことを実際の子供の姿を前にして学び直し、教員

として成長する基礎を培っていく時期です。このため、研修では、幼児期の教育を進め

ていく実践力を養うとともに、新規採用教員が求めている研修ニーズに応答する研修プ

ログラムや研修方法を考えていくことが重要です。 
それらは、新規採用教員が、自らの実践に結び付けながらその専門性を磨いていく研

修であり、教育・保育の本質への気付きや再確認、子供の遊びや生活に反映する教材研

究、環境の構成の幅を広げる研修であることが必要です。このため、研修センター等で

実施する園外研修（10 日間）にどのような研修をするかを考えていかねばなりませんが、

それと並行して実施する園内研修（10 日間）の充実も不可欠です。 
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今回のインタビュー調査では、新規採用教員の不安、悩み、葛藤の分析考察から、定

期的に訪問する研修指導員の助言や相談の重要性がクローズアップしました。また、こ

の新規採用教員の不安、悩み、葛藤を分析考察することから、養成校の学びと新規採用

教員研修をどのように結び付けたらよいのかも課題なっています。 
最終的に新規採用教員研修が目指すところは、新規採用教員に教育・保育の本質の面

白さを知らせていくことにあります。新規採用教員は、不安、悩み、葛藤を抱きながら、

たどたどしくも手探りであっても、主体的に子供理解を深めていくことこそが、教員と

しての成長につながり、そのことの実感が実践の面白さになっていきます。 
そのためには、養成校で学んだ知識や技術を実践に即して再構成し、実践知として身

に付けていくことが必要です。学習者として自立することが求められているのです。 
ともすると、園長は、自分の幼稚園・幼保連携型こども園幼稚園の子供像、指導法に

適応することをすぐに新規採用教員に求めがちですが、新規採用教員の抱える不安、悩

み、葛藤と、それを乗り越えていくための資質を培う視点から、新規採用教員研修を考

えていくことが大切ではないでしょうか。 
以上の結果を基に、第 4 章に、より効果的な研修モデルを提案したいと考えます。 
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第４章 新規採用教員の成長を支える研修モデル 

 
１．より効果的な研修モデル 

幼稚園や幼保連携型認定こども園を取り巻く状況や新規採用教員が抱える不安、悩み、

葛藤を踏まえ本章では、これまでの文部科学省で示された研修モデルを基底にして、より

効果的な研修モデルを提案することにしました。 
幼児期は、人格形成の基礎が培われる極めて重要な時期であり、他者の存在を意識し始

め、人とのつながりや周りへの興味や関心が広がる時期です。幼児は、初めての集団生活

である幼稚園において、主体的な活動としての遊びを通じ、他者との違いに気付き、共に

活動する喜びを得、自らの好奇心を高めるなど、生きる力の基礎を得ることができること

から、遊びを通した総合的な指導を行うことが重要です。 
これらのことを実現していくためには、その中核を担う幼稚園教諭・保育教諭の資質向

上を図ることは極めて重要です。「教育は人なり」と言われるように、幼児教育の成否は、

教員の資質能力に負うところが極めて大きいのです。特に、学校教育を巡る様々な課題へ

の対応していくためには、優れた資質能力を備えた魅力ある教員が必要とされています。 
平成 27 年 4 月からは、幼保連携型認定こども園の創設により、新たに保育教諭が誕生し

法定研修の対象となるなど、新たな視点での研修の展開が求められています。 
以下に示す研修モデルは、新規採用教員が抱える不安・悩み・葛藤の調査結果及び幼保

連携型認定こども園固有の研修課題を踏まえ、幼稚園等新規採用教員研修に関する文部省

モデルを基に、キャリアステージの第一歩である新規採用教員研修モデルを示しています。

研修計画実施の際の参考としてください。 
実際の計画立案や実施に当たっては、都道府県の教育振興基本計画、教育大綱をはじめ

とする各種プラン等が作成されています。これらのことに留意した上で、実態等を踏まえ、

より効果的な研修に取り組むことが大切です。特に、講座実施の際には、一方的な知識や

技能の伝達に終わることなく、研修参加者が主体的・協働的な問題発見、解決の場面を経

験する学び（アクティブラーニング）が大切です。研修参加者自身が主体的に学ぼうとす

る意欲こそが、学習を支える基盤となります。特に、新規採用教員の研修に当たっては、

実践を通して理論を学ぶということが大切です。幼児一人一人の発達を着実に促す教育・

保育を生み出していくためには、幼児を理解することが出発点となるからです。 
（１）新規採用教員研修における研修項目 

平成 27 年度において、本研究会が作成した「幼稚園教諭・保育教諭のための研修ガイ

ド」において提案した新規採用教員研修モデル（本書 7 ページ表 1-2）を基に、更に第 2
章、3 章を踏まえて園内外での研修について、より効果的な研修モデルを示します。  
新規採用教員研修において、幼稚園教諭、保育教諭が身に付けたい資質として、Ⅰ基

礎的素養、Ⅱ学級経営、Ⅲ全体的な計画・教育課程・指導計画、Ⅳ乳幼児理解、の 4 つ

第４章　新規採用教員の成長を支える研修モデル
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の学習領域を設定し、教育センター等で行う園外研修と所属園で行う園内研修それぞれ

の研修形態に応じて、身に付けたい資質として項目を例示しています。 

  実施の研修項目設定に当たっては、それぞれの都道府県によって、社会的背景や子供

たちの状況、保護者の状況等は様々ですので、まずそれらのことを把握した上で、新規

採用教員研修における幼稚園教諭、保育教諭の研修項目を設定してください。 
  これらの研修項目に基づき、園外での研修（10 日）、園内での研修（10 日）の研修モ

デルを示していますので、参考にしてください。 
     

  表4-1   園内外の研修内容（例）            

領域 
研修項目 

園 外 研 修 園 内 研 修 

Ⅰ 

基
礎
的
素
養 

1.小学校就学前の子供に関する教育・保

育の現状と課題 

2.小学校就学前の子供に関する教育・保

育の基本 

3.園の組織と運営 

4.服務と心構え 

5.人権教育 

6.障害のある乳幼児の理解 

7.小学校教育との円滑な接続 

8.情報の管理と危機管理 

9.食育とアレルギーへの対応 

10.体験的研修 

a.園の教育目標と方針の理解 

b.園の組織と運営 

c.地域の理解と活用 

d.健康安全指導の進め方 

Ⅱ 

学
級
経
営 

1.学級経営の意義 

2.家庭との連携 

a.学級経営の実際 

b.保護者の理解と家庭との連携 

Ⅲ 

全
体
的
な
計

画
・
教
育
課
程
・
指
導

計
画 

 
 

1.教育目標と教育課程 

2.指導計画の作成 

3.他の実践の参観と研究実践 

4.指導の方法と教材研究 

 

a.指導案の作成 

b.他の実践の参観と研究実践 

c.指導の実際 

d.行事の考え方と実際 

e.教材研究 

Ⅳ 

乳
幼
児
理
解

 

1.乳幼児の発達の理解 

2.乳幼児理解と評価 

3.特別な支援を要する乳幼児の理解 

 

a.乳幼児の理解と指導の実際 

b.乳幼児理解と評価 

 
 
 
 

－ 40 －



31 
 

（２）年間研修計画 

  先に示した園内外の研修内容（表 4-1）に基づき、月別研修計画が必要となります。こ

こでは、園外研修 10 日（表 4-2）、年間研修計画を示しています。なお、項目欄にある記

号は、研修内容（表 4-1）の研修領域と研修項目を記号化し示したものです。 
           

表 4-2    園外研修における研修の年間計画           

回 月 項目 園外研修（教育センター等研修） 研修形態 備考 

1 4 月 

Ⅰ 1 就学前の子供に関する教育・保育の現状と課題 講義 公立・私立合同

の実施 Ⅰ 2 就学前の子供に関する教育・保育の基本 講義 

Ⅰ 3 教員としての心構え 講義 

Ⅰ 3 服務とマナー 講義 

Ⅰ 5 人権教育の現状と課題 講義 

2 5 月 
Ⅰ 8 情報の取扱いについて 講義 情報教育担当

者との連携 Ⅰ 10 情報教育演習 体験研修 

3 6 月 

Ⅰ 4 幼児虐待の現状と対応 講義  

Ⅰ 4 幼児の安全管理とその指導 講義 

Ⅱ 1 学級経営の視点 講義 

4 7 月 

Ⅰ 9 食物アレルギーへの対応 講義 宿泊研修 

 
Ⅰ 3 幼稚園・認定こども園の教師となって 

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽ

ｶｯｼｮﾝ 

Ⅱ 1 １学期を振り返って 協議 

5 7 月 

Ⅲ 4 読み聞かせの基本と実際 演習 

Ⅰ 10 遊びの中の自然観察 体験研修 

Ⅲ 4 心と体を育てる運動遊びの指導 体験研修 

6 8 月 

Ⅱ 2 家庭との連携と保護者への対応 講義  

Ⅲ 1 教育課程の編成と長期指導計画 講義 

Ⅲ 2 短期指導計画と教育・保育の展開 協議 

7 

9 月 
Ⅰ 4 小動物の飼育管理と取扱い 講義 動物園研修（新

卒者を対象） Ⅲ 2 遠足の計画と引率の仕方 演習 

4 月 

Ⅰ 2 就学前教育の基本と教師の役割 講義 

（経験のある

新規採用教員

を対象） 

Ⅳ 1 乳幼児理解と援助 
ﾋﾞﾃﾞｵｶﾝﾌ

ｧﾚﾝｽ 

Ⅲ 2 指導計画と環境の構成 講義 

Ⅲ 3 教育・保育の展開とその評価 協議 

8 10 月 
Ⅰ 10 障害のある幼児の理解 講義 特別支援学校

における研修 Ⅰ 6 障害のある幼児の理解と支援 実習 

9 11 月 

Ⅲ 3 他園の実践の参観 参観 
幼稚園・認定こ

ども園の参観 
Ⅲ 3 教育・保育の展開と評価・反省 協議 

Ⅳ 1 乳幼児理解と援助 講義 

10 1 月 

Ⅰ 7 保・幼・小の連携と接続 講義 

 
Ⅰ 3 子供の成長と教師の喜び 講義 

Ⅳ 2 乳幼児期の教育における評価の考え方 講義 

Ⅳ ２ 指導要録と評価 講義 
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（３）具体的な年間研修計画 

■園外研修第１日（表 4-2、1 回目、7回目一部） 

○研修のねらい 

 
 
 
 

○研修の流れ 

講義１：教員としての心構え                       

講師：幼児教育担当指導主事 
【目 的】 
幼稚園教諭・保育教諭に求められる役割につい

ての理解と自覚を高める。 
【内 容】 
 ✣教師としての心構え 
 ✣乳幼児期の教育・保育における教師の役割 

研修の概要 
幼稚園教諭・保育教諭には、幼児と共に活動し、

幼児の立場に立って考え、共に学びながら、幼児
のうちにある可能性を引き出すことのできる指
導力と豊かな感性が求められる。また、教師自身
が子供に大きな影響を与える人的環境であるこ
とについての自覚を高める。 

講義２：服務とマナー                          

講師：幼児教育担当指導主事 
【目 的】 
 教育公務員（私立においては教員）としての服
務とマナーについて理解し、服務の基本的事項を
理解する。 
【内 容】 
 ✣服務の基本 
 ✣職務上の義務、身分上の義務 等 

研修の概要 
幼稚園教諭・保育教諭は、法律に定める学校の

教員であり、「自己の崇高な使命を深く自覚し、
絶えず研究と修養に励み、その職責の遂行に努め
なければならない」と規定した教育基本法第 9条
が適用される。教員として必要な職務上・身分上
の義務について学び、自覚を高める。 

講義３：就学前の子供に関する教育・保育の現状と課題           

講師：幼児教育担当課長 
【目 的】 
 就学前の子供に関する教育・保育の現状と課題
を理解する。 
【内 容】 
 ✣子供を取り巻く環境と子供の育ちの課題 
 ✣乳幼児期の教育・保育の今後の方向性 
✣幼稚園・認定こども園に求められる役割 等 

研修の概要 
認定こども園の制度化、子育ての支援や保幼小

連携等の取組等とその背景など、就学前の子供に
関する教育・保育の現状と課題について学ぶ。パ
ワーポイントによる提示の他、資料配付により理
解を深める。 

講義４：就学前の子供に関する教育・保育の基本              

講師：大学教授 
【目 的】 
 就学前の子供に関する教育・保育の基本につい
て理解する。 
【内 容】 
 ✣環境を通して行う教育・保育 
 ✣教師の役割 等 

研修の概要 
乳幼児期の教育・保育の基本である「環境を通

して行う」ことについて理解する。併せて、遊び
の重要性、教師の役割について学び、教育・保育
に向けての意欲を高める。 

講義５：人権教育の現状と課題                      

講師：人権教育課指導主事 
【目 的】 
 人権尊重の理念を理解し、園における人権教育
の在り方について学ぶ。 
【内 容】 
 ✣人権教育の意義 
✣教職員に求められる人権感覚 

 ✣学級経営における人権教育の在り方 

研修概要 
人権教育の意義について学び、教職員に求めら

れる人権感覚について理解する。また、乳幼児期
における人権教育の在り方について、人権施策推
進指針などの資料を用いて具体的事例を挙げ、意
見交換を行う。 

 

 

 この日は、研修の初日である。就職して初めての園外研修であり、社会人としての在り方や幼稚

園教諭・保育教諭としての心構えを基本に、これからの教員生活への期待を膨らませる。 
教育内容については、就学前の子供に関する教育・保育の現状と課題を踏まえ、「環境を通して行

う教育・保育」など、教育・保育の基本的な考え方についての講話を行う。
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■園外研修第２日 

○研修のねらい 

 
 
 
 

○研修の流れ 

講義１：情報の取扱いについて                     

講師：情報教育担当指導主事 

【目 的】 

職務上必要な情報の管理と取扱い方を理解す

る。 

【内 容】 

 ✣著作権・肖像権などの規定と取扱い 

 ✣個人情報の管理 

研修の概要 

職務上、多くの個人情報を取り扱うことを踏ま

え、情報管理や取り扱い方などへの意識を高める。

また、著作権や肖像権などの法的規定についても

学び、写真や幼児の作品、教育・保育雑誌等出版

物の取り扱いなどを例に、日常の業務に生かすこ

とができるようにする。 

演習１：情報教育演習                          

講師：情報教育担当指導主事 

【目 的】 

 園の業務に必要なコンピュータの基礎的な操作

について学ぶ。 

【内 容】 

✣2つのコースから選択して受講 

  ①園だよりの作成 

  ②園のホームページの作成と運営 

 ✣作品を発表し合う 

 事前に、作成イメージを書いた計画を持参する。

また、作成したデータを持ち帰るためのリムーバ

ブルメディアを準備する。 

研修の概要 

「園だよりの作成」と「園のホームページ作成」

のコースから、内容を選択し、実際の業務で生か

せる知識・技術を身に付ける。コンピュータの操

作経験は個人差があるため、個別に指導助言を受

けながら作成する。 

作成するもののイメージを描いた計画書と使用

する写真データなどの事前準備を行うことが必要

である。作成した作品はその場で発表し合い、ア

イデアを共有していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 幼稚園・認定こども園の教員として、個人情報の保護など情報の取扱いについての基本を学ぶ。ま

た、園だよりやホームページ作成など日常の業務に必要なコンピュータ操作について、受講者の経験

差に即して実践的に学ぶ。 
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■園外研修第３日 

○研修のねらい 

 
 
 
 

○研修の流れ 

講義１：乳幼児虐待の現状と対応                   

講師：児童相談所職員 

【目 的】 

乳幼児虐待の現状と対応について理解する。 

【内 容】 

 ✣虐待の定義 

 ✣乳幼児虐待の現状とその対応 

研修の概要 

幼稚園・認定こども園の教師は、子供と生活する

中で虐待に気付きやすい立場におり、発見した場合

には通報が義務付けられている。本研修では、虐待

の定義と現状について知り、虐待防止の意識を高め

るとともに、対応の仕方について理解する。 

講義２：乳幼児の安全管理とその指導                 

講師：幼稚園長 

【目 的】 

 教育・保育の場における安全計画・安全管理と

その指導について学び、安全に対する意識を高め

る。 

【内 容】 

 ✣園における安全計画と安全管理 

 ✣教育・保育における安全への配慮と指導 等 

研修の概要 

事故・災害や非常時の対応などに備え、園には安

全計画の策定と教職員の組織的な取組が求められて

いる。本研修では、安全計画・安全管理と対応につ

いて理解する。また、具体的事例を通して、乳幼児

への指導と日々の実践における配慮等について学

ぶ。 

講義３：学級経営の視点                        

講師：幼稚園長 

【目 的】 

 学級経営の基礎的・基本的事項についての理解

を図る。 

【内 容】 

 ✣学級経営とは 

 ✣学級経営案の作成 

✣学級づくりの実際 

研修の概要 

学級担任には、乳幼児との信頼関係を築き、充実

した生活を送る中で発達を促すことが求められる。

園目標に向けた学級経営案の作成の仕方を知り、一

年間の見通しを持てるようにする。また、施設や遊

具、集団、家庭との連絡の方法など、学級経営の実

際について課題を出し合いながら具体的に学ぶ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ２ヶ月程度の実践を経て、新任教員は園生活の様子が見え始めている頃である。乳幼児虐待への対応

や教育・保育における安全管理など、日々の教育・保育の中で留意したいこととその対応の仕方につい

て学ぶ。また、園内研修につながる内容として、学級経営等の実際について基本的事項を理解する。 
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■園外研修第４日 

○研修のねらい 

 
 
 
 

○研修の流れ 

講義１：食物アレルギーへの対応                     

講師：幼稚園長 

【目 的】 

乳幼児期の食物アレルギーの症例を知り、アレ

ルギー疾患に対する取組の意識を高める。 

【内 容】 

 ✣アレルギーの発症事例 

 ✣給食における食物アレルギー対応指針 

 ✣アレルギー疾患に対する取組ガイドライン 

研修の概要 

食物アレルギーを持つ乳幼児についての症例や

対応の仕方について、取組のガイドラインや給食

における食物アレルギー対応指針などを知り、ア

レルギー疾患に対する意識を高める。対応には、

各園や学級の実態に即し、園全体で組織として取

り組むことが必要であり、各園に情報を持ち帰り

対応に活用してほしい。 

パネルディスカッション：幼稚園・認定こども園の教師となって       

講師：幼稚園教諭 

【目 的】 

 先輩教員からの体験談を聞き、幼稚園・認定こ

ども園の教師としてのやりがいや充実感を知る。 

【内 容】 

 ✣先輩教員の体験談 

 ✣新規採用教員との質疑応答 

研修の概要 

２年目、５年目の先輩教員から新任の時の体験

談やその頃を振り返っての思いなどを聞く。各園

の状況は異なるものの、新規採用教員としての戸

惑いや難しさを感じる点などは誰もが通る道と言

えるのではないか。経験を重ねて見えてくる教師

としてのやりがいや充実感を体験談から感じ取

り、今後の励みにしてほしい。 

協議：１学期を振返って                       

講師：幼児教育担当指導主事 

【目 的】 

 １学期を振り返り、２学期に向けて具体的な目

標を描くことで、教育実践に取り組む意欲を高め

る。 

【内 容】 

 ✣園内研修の状況（報告） 

 ✣教育実践の中で感じること、考えること（協

議） 

研修の概要 

受講者同士が互いに園内研修の状況などを報告

しあい、教師としての職務の難しさや、やりがい

などを共有する。また、話合いを通して、各自が

具体的な改善方策を見出し、２学期の目標や具体

的な教育実践のイメージを描くことができるよう

にする。 

宿泊研修につき、野外炊飯や夜のレクリエーションなど、懇親を深める企画をする。また、研修時間に

相談できなかった悩みなどを気軽に話せるような時間と場所を設けている。 

 

 

 

 

 

 

 

３ヶ月程度の教育実践を振り返り、戸惑いや悩みを出し合ったり、先輩教員の話を聞いたりする中

で、教師としてのやりがいや目標について考える。 
 宿泊研修を通して研修教員同士の交流を深め、意見交換・情報交換を活発に行うことにより研修効

果を高める。 
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■園外研修第５日 

○研修のねらい 

 
 

○研修の流れ 

演習：読み聞かせの基本と実際                       

講師：図書館司書 

【目 的】 

乳幼児期の教育・保育における読み聞かせの考

え方と、絵本選びや読み聞かせの基本について学

ぶ。 

【内 容】 

 ✣読み聞かせの考え方 

 ✣絵本の選び方、読み聞かせの仕方 

各自、園で読み聞かせを行った絵本のうち、よい

と思うものを持ち寄り、実演して紹介し合う。 

研修の概要 

数多くの絵本が出版されている中で、子供に読

み聞かせたい絵本は何か。互いに、選んだ本を見

せ合いながら絵本選びの視点について学ぶ。 

また、読み聞かせの会などを行っている図書館

司書から、読み聞かせのコツや留意点などのアド

バイスを受け、互いに見せ合いながら、実践的に

学ぶ。 

体験研修：遊びの中の自然観察                      

講師：大学教授 

【目 的】 

 身近な自然や自然物に触れる体験を通して、幼

児期の教育における「自然との関わり」について

の知識・技術を学ぶ。 

【内 容】 

 ✣身の回りの自然観察 

 ✣自然物を使った遊び 

研修の概要 

幼児期には、生活の中で自然と関わる体験を十

分にもたせることが重要であり、教師には園内の

自然環境を整備したり地域の自然と触れ合う機会

を作ったりする力が求められる。本研修では、教

師自身が自然観察や自然に触れる体験をし、身の

回りの自然や自然物と関わり意識と基本的な知

識・技術を身に付ける。 

体験研修：心と体を育てる運動遊びの指導                 

講師：幼稚園教諭 

【目 的】 

 講義及び演習を通して、乳幼児期の教育におけ

る運動遊びの実践と指導上の配慮事項などを理解

する。 

【内 容】 

 ✣乳幼児期における運動遊びの意義（講義） 

 ✣年齢に即した運動遊びの実際（演習） 等 

研修の概要 

乳幼児期には、様々な遊びの中で十分に体を動

かし、その楽しさを味わう中で、体の諸機能の発

達が促されていく。 

本研修では、楽しく体を動かす遊びを体験しな

がら、子供の動線に配慮した場の設定や、発達に

即した活動、友達関係を作る展開など、乳幼児期

の教育の中での運動遊びの指導について学ぶ。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 研修施設の自然豊かな環境を生かして、身近な自然の観察や運動遊びなどの演習を行う。また、絵

本を持ち寄り、実演を行いながら実践的に学ぶ。 
宿泊研修の開放的な雰囲気を生かして話合いや共同作業による研修を行い、研修教員同士の交流を深

め、協働する組織を作る。 
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■外研修第６日 

○研修のねらい 

 
 
 
 
 

○研修の流れ 

講義１：家庭との連携と保護者への対応                  

講師：幼稚園長 

【目 的】 

家庭との連携の重要性を理解し、連携の具体的

方法や配慮事項等について学ぶ。 

【内 容】 

 ✣家庭との連携の重要性と具体的方法 

 ✣保護者への対応の仕方と配慮事項 

研修の概要 

 子供は園と家庭のそれぞれの場で生活しなが

ら、様々な経験をして成長している。そのため、

園と家庭とが密接に連携して指導を行うことが重

要である。また、課題に対しては、保護者への適

切な説明をすることが必要である。本研修では、

家庭との連携に関する具体的方策について学ぶ。 

講義２：教育課程の編成と指導計画の作成                 

講師：幼児教育担当指導主事 

【目 的】 

 教育課程の編成と長期指導計画の作成、実施及

び評価・反省に基づく改善について理解する。 

【内 容】 

 ✣教育課程と指導計画の関連 

 ✣教育・保育のＰＤＣＡサイクル 

研修の概要 

各園の教育課程及び年間指導計画を持ち寄り、

幼稚園・認定こども園における教育課程と長期指

導計画の関連を理解する。また、実践を通して指

導の評価を行い、計画の改善を図るＰＤＣＡサイ

クルについて、具体的に考察する。 

協議：短期の指導計画と具体的指導の展開                    

講師：幼児教育担当課長 

【目 的】 

 園内研修における週案・日案を用いて、立案と

実践に関する評価・反省、改善の仕方を理解する。

【内 容】 

 ✣短期指導計画の作成 

 ✣評価・反省と改善の方法 

研修の概要 

指導案作成に当たっては、幼児の実態把握を基

に、日々の指導の具体的なねらいと内容、具体的

な指導の展開などを構想して立案する。実践後は、

実態把握を始めとして教育・保育の構想自体が適

切であったかどうかを含めて、評価・反省し、改

善することが大切である。園内研修において実践

した指導案を用いることにより、指導の振り返り

方を具体的・実践的に理解する。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 子供の実態に即した指導を展開するためには、家庭との連携を十分に図り、園と家庭における子供

の生活全体を視野に入れて教育・保育を行う大切さを理解する。 

これまでの実践を振り返り、園内研修の成果を生かして、指導の立案と評価、改善について、具体的・

実践的に学ぶ。 
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■園外研修第７日（新卒の新規採用教員を対象） 

○研修のねらい 

 
 
 
 
 
 
 

○研修の流れ（新卒の新規採用教員を対象） 

講義・演習：小動物の飼育管理と取扱い                  

講師：動物園職員 

【目 的】 

小動物に触れ、その特性や飼育・管理の仕方を

知る。 

【内 容】 

 ✣小動物の特性と触れ合い方 

 ✣園における飼育管理 

研修の概要 

園で飼育されることが多いモルモットやうさぎ

などの小動物を観察したり、実際に触れたりしな

がら講義を受け、小動物の特性について学ぶ。 

また、餌やりや小屋の清掃などの演習を通して、

実際に飼育・管理する際の方法や手順、留意事項

を理解する。 

演習：遠足の計画と引率の仕方                     

講師：動物園職員 

【目 的】 

 子供の興味・関心を踏まえた動物観察のポイン

トを知る。遠足引率の手順とポイントを学ぶ。 

【内 容】 

 ✣動物の特徴を捉えた観察の工夫 

 ✣遠足引率のプラン作り 

研修の概要 

グループに分かれて、動物園の遠足引率を想定

した見学プランを作る。実際に園内を歩き、動物

の特徴に関心を持たせるような観察の仕方を工夫

する。 

作成したプランを発表し、意見交換すると共に、

引率のポイントについての指導助言を受ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 研修受講者の中には、保育所等からの異動による受講者と新卒者がおり、それぞれに異なる課題を

持っていることから、第 7 日は、2 種類のプログラムを設定した選択研修とする。 
一つは、異動者を想定したプログラムである。これまでの実践経験を基に、教師の役割や援助、指

導計画等、教師として必要な基本的事項を確認する内容となっている。 
もう一つは、主に新卒者を想定したプログラムである。動物園を会場として、実際に小動物に触れ

たり世話をしたりする体験を通して、園における動物飼育に必要な知識を体得する。また、動物園に

おける遠足を想定したプログラムを作成し、遠足引率のポイントについて学ぶ。 
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■園外研修第７日（保育経験のある新規採用教員を対象） 

○研修のねらい 

 

 

 

 

 

 

 

○研修の流れ（保育経験のある新規採用教員を対象） 

講義 1：就学前教育の基本と教師の役割                    

講師：幼児教育担当指導主事 

【目 的】 

教師の役割の重要性を認識し、援助の在り方を

考える。 

【内 容】 

 ✣環境を通して行う教育 

 ✣教師の役割と援助の在り方 

研修の概要 

就学前教育は、環境を通して行う教育であると

いう点で、教師の担う役割は大きい。一人一人の

幼児に対する理解に基づき、環境を計画的に構成

し、乳幼児の主体的な活動を直接援助すると同時

に、教師自らも乳幼児にとって重要な環境の一つ

であることを理解する。 

ビデオカンファレンス：乳幼児理解と援助                 

講師：幼稚園長 

【目 的】 

 ビデオ視聴により、具体的な指導の場面におけ

る乳幼児の姿をどのように理解し、援助すればよ

いのかを考える。 

【内 容】 

 ✣乳幼児の言動の読み取り 

 ✣乳幼児理解に即した援助の在り方 

研修の概要 

 子供の姿の読み取りによって、教師の援助の在

り方は異なるものである。実際の指導の場面では、

即時の判断と対応が求められることを踏まえ、よ

り適切な理解と援助ができるよう日々努力するこ

とが必要である。本研修では、ビデオの視聴と話

し合いにより、乳幼児の言動を多面的に捉え、理

解と援助について深く考察する。 

講義 2：指導計画と環境の構成                     

講師：幼稚園長 

【目 的】 

 「遊び」を中心とした総合的な指導において、

計画的な環境の構成が持つ意味を理解する。 

【内 容】 

 ✣幼児の主体的な活動と環境の構成 

 ✣計画的な環境の構成 

研修の概要 

子供がねらいに示された方向に向かって発達し

ていくためには、必要な体験を着実に積み重ねて

いくことができるように、発達の道筋を見通して

意図を持った環境を構成することが必要である。

「環境を通して行う教育」において、教師の願い

をどのように環境に込めていくのか、指導計画の

構想と環境の構成について考える。 

協議：保育の展開とその評価 

講師：幼稚園長 

【目 的】 

 教育実践について話し合い、教育・保育を見る

視点や評価の在り方について理解する。 

【内 容】 

 ✣活動の展開と教師の援助 

 ✣評価の観点と反省・評価 

研修の概要 

「指導計画と環境の構成」の講義を踏まえ、具

体的な指導の展開やねらいに向けた援助につい

て、自身の実践事例を紹介し合う。さまざまな見

方や感じ方を出し合い、教育・保育を多角的に見

ることの大切さを知る。また、評価は教育・保育

の改善と充実のために行うものであることを理解

する。 

 

 研修受講者の中には、保育所等からの異動による受講者と新卒者とがおり、それぞれに異なる課題

を持っていることから、第７日は、2 種類のプログラムを設定した選択研修とする。 
一つは、異動者を想定したプログラムである。これまでの実践経験を基に、教師の役割や援助、指

導計画等、教師として必要な基本的事項を確認する内容となっている。 
もう一つは、主に新卒者を想定したプログラムである。動物園を会場として、実際に小動物に触れ

たり世話をしたりする体験を通して、園における動物飼育に必要な知識を体得する。また、動物園に

おける遠足を想定したプログラムを作成し、遠足引率のポイントについて学ぶ。 
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■園外研修第８日 

○研修のねらい 

 
 
 
 

○研修の流れ 

講義１：障害のある幼児の理解                      

講師：特別支援学校校長 

【目 的】 

障害についての理解を深め、具体的な支援の方

法について学ぶ。 

【内 容】 

 ✣障害についての理解 

 ✣障害のある幼児の支援 

研修の概要 

障害には様々な種類があり、個々の子供の発達

や障害の程度に応じたきめ細やかな支援が必要で

ある。 

本研修では、個別指導計画と個別の教育支援計

画の作成、専門機関との連携など、具体的な支援

の方法について学ぶ。 

実習：障害のある幼児の理解と支援                    

講師：特別支援学校教諭 

【目 的】 

 障害のある幼児の理解と支援の在り方につい

て、体験を通して学ぶ。 

【内 容】 

 ✣障害についての理解と子供の発達理解 

 ✣支援と配慮の在り方 

研修の概要 

障害のある子供の支援に当たっては、障害その

ものへの理解を含め、観察したり支援したりする

中で子供への理解を深めることが大切である。本

研修では、実際に特別支援学校における実習を行

う。担任教員の支援の仕方に学び、実際に子供に

関わることを体験して、様々な配慮について学ぶ。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 特別支援学校を会場とした研修を行い、実習を通して障害のある子供への理解と支援の在り方を体

験する。 

また、実際に障害のある子供を受け持つための具体的な支援の方法について知る。 
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■園外研修第９日 

○研修のねらい 

 
 

 

○研修の流れ 

参観：他園の実践の参観                         

講師：会場園の園長及び教諭 

【目 的】 

実践の参観を通して、幼児の実態と教師の意図

を理解する。 

【内 容】 

 ✣施設・環境の構成の参観 

 ✣指導案の読み取りと実践の参観 

研修の概要 

他園の実践や施設を参観することによって、環

境の構成や援助の仕方、教育内容の工夫など、様々

な気付きが生じるだろう。 

よい点に学び、気付いた点は考察を深めて、自

分自身の実践の見方を広げるきっかけにしたい。 

協議：具体的な指導の展開の反省・評価                      

講師：幼稚園教諭 

【目 的】 

 本日のねらいに向けた環境の構成や援助を振り

返り、反省・評価の仕方を実践的に学ぶ。 

【内 容】 

 ✣本日の指導の計画と実践 

 ✣幼児理解と援助 

研修の概要 

参観後には、教育実践に当たった教員から本日

のねらいや指導上の配慮事項などの説明を受け、

指導の意図について理解を深める。また、本日の

実践の反省・評価を生かした改善について考える。

研修受講者からは、指導の参観時のエピソードや

気付き等を出し合い、幼児理解と援助について話

し合う。 

講義：乳幼児理解と援助                         

講師：幼稚園長 

【目 的】 

 子供の姿を見つめ、ねらいに向けた援助の在り

方を考える。 

【内 容】 

 ✣乳幼児理解のポイント 

 ✣適切な乳幼児理解のために 

研修の概要 
子供の姿を理解し、一人一人の子供の良さや可

能性、発達の特性等の理解に努めることで、子供

に寄り添う援助が可能になる。子供との温かい関

係を気付く、子供の立場に立つ、子供の内面を理

解する、長い目で見るなど、適切な乳幼児理解の

ために必要なことについて、参観した実践の場面

を取り上げて考える。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 他園の参観を行い、環境の構成や教師の援助の実際について学ぶ。また、参観後の講義・協議を通

して、実践の見方を広げ、評価・反省と改善の在り方を学ぶ。 
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■園外研修第１０日 

○研修のねらい 

 

○研修の流れ 

講義１：保・幼・小の連携と接続                     

講師：幼児教育担当指導主事 

【目 的】 

幼児期の教育から小学校教育へと子供の成長

を引き継ぐための連携の重要性と具体的方策を

理解する。 

【内 容】 

 ✣保・幼・小連携の重要性と具体的取組 

 ✣接続期プログラムの考え方 

研修の概要 

幼稚園・認定こども園における子供の育ちを小学校

へと円滑に引き継ぐため、保育所・幼稚園・認定こど

も園と小学校とが十分な連携を図ることが重要であ

る。 

本研修では、連携・接続に関する現状と課題を見つ

め、取組の実践事例を紹介しながら具体的方策につい

て学ぶ。 

講義２：子供の成長と教師の喜び                    

講師：大学教授 

【目 的】 

 一年間の指導を振り返る中で子供の成長を見

つめ、教師としてのやりがいを実感する。 

【内 容】 

 ✣子供の育ちの捉え方 

 ✣教師の役割 等 

研修の概要 

新規採用教員として子供と過ごした一年間は、楽し

さより困難を感じることが多かったかもしれない。し

かし、一年間の指導を振り返ってみると子供との信頼

関係ができ、子供が大きく成長していることを実感す

るだろう。それを励みに教師としてのやりがいを実感

してほしい。 

講義３：乳幼児期の教育における評価の考え方               

講師：幼稚園長 

【目 的】 

 乳幼児期の教育における評価の考え方を理解

し、教育・保育の充実に向けた評価・改善の重

要性を知る。 

【内 容】 

 ✣教育における評価の考え方 

 ✣乳幼児理解と評価 

研修の概要 

教育における評価は、指導の過程の全体に対して行

われるものであり、乳幼児の発達の理解と指導の改善

という両面から評価する。指導の記録を基に乳幼児の

理解が適切であったか、必要な援助が行われたか、な

どを多角的に検討し、改善しようとする姿勢が教育・

保育の充実につながることを学ぶ。 

演習：指導要録と評価                          

講師：幼児教育担当指導主事 

【目 的】 

 幼稚園幼児指導要録・認定こども園こども要

録の意義を理解し、記入の実際について学ぶ。

【内 容】 

 ✣要録作成の根拠と意義 

 ✣要録の作成と管理 

研修の概要 

要録は、在籍の証明と共に指導の記録として法的根

拠を持つ重要な公簿である。研修では、要録の作成、

保管、小学校への送付などの取扱いや情報管理等につ

いて理解する。また、様式と記載の仕方について演習

を通して学ぶ。 

 

  

 1 年間の研修のまとめとして、子供の成長を実感し、やり遂げた満足感をもてる時期である。新規採

用教員には、教師としての喜びを感じてやりがいを持ってほしい。 
また、次年度の教育・保育の充実に向けて自ら教育・保育の反省・評価を行うとともに、小学校へ子

供の育ちを引き継ぐために要録の作成と送付について学ぶ。 
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（４）年間の園内研修計画 

  先に示した園内外の研修内容（表 4-1）に基づき、月別園内研修計画例 10 日（表 4-3）

を示します。項目欄にある記号は、研修内容の研修領域と研修項目を記号化し示したも

のです。特に、2章で示した調査結果から、研修指導員が新規採用教員の身近な存在とし

て、一緒に具体的な指導を考えたり相談や助言を行ったりすることにより、新規採用教

員が安心して研修に取り組めるなどの調査結果が出ています。実施に当たっては、研修

指導員の活用を行うことにより、より効果的な研修につながると考えられます。 

 

表 4-3   園内研修における研修の年間計画例 

回 月 項目 園内研修 研修形態 備考 

1 4 月 

Ⅰ ａ 園の教育目標と方針の理解 講義 公立園では、研

修指導員によ

る指導を受け

る。 

Ⅰ ｂ 園務分掌とその取組 講義 

Ⅱ ａ 学級事務の進め方 講義 

2 4 月 

Ⅲ ｂ 研究実践 実践 事前に指導案

を提出し、２時

までの指導保

育と反省会を

行う。 

Ⅲ ｃ 援助の仕方と留意事項 協議 

Ⅰ ｄ 食物アレルギーへの対応 講義 

Ⅲ ａ 週日案作成の方法 講義 

3 6 月 

Ⅲ ｂ 他学級の教育実践参観 参観 園内の他学級

を参観する。 Ⅰ ｄ 教育・保育における健康・安全指導 講義 

Ⅲ ｃ 遊びや生活の指導の実際 協議 

4 7 月 

Ⅲ ｂ 研究実践（水遊び） 実践 事前に指導案

を提出し、２時

までの指導と

反省会を行う。

Ⅲ ｃ 援助の仕方と留意事項 協議 

Ⅱ ｂ 保護者会の進め方 講義 

Ⅲ ｅ 教材の研究と開発① 演習 

5 8 月 
Ⅲ ｃ 教育・保育の展開と反省・評価 協議  

Ⅰ ｃ 地域の理解と専門機関との連携 講義 

6 8 月 
Ⅰ ｄ 食育の推進 講義 園の職員が一

緒に参加する。Ⅲ ｄ 園行事の考え方と実際 実技 

7 11 月 

Ⅲ ｂ 研究実践 実践 事前に指導案

を提出し、２時

までの指導と

反省会を行う。

Ⅲ ｃ 援助の仕方と留意事項 協議 

Ⅲ ｃ 環境の構成の考え方と実際 講義 

Ⅳ ａ １日の生活リズムと乳幼児理解 講義 

8 12 月 

Ⅲ ｂ 研究実践 実践 

Ⅲ ｃ 援助の仕方と留意事項 協議 

Ⅱ ｂ 保護者の理解と連携 講義 

Ⅳ ｂ 指導の記録とその生かし方 演習 

9 1 月 

Ⅲ ｂ 研究実践 実践 

Ⅲ ｃ 援助の仕方と留意事項 協議 

Ⅱ ａ 一人一人を生かす学級経営 演習 

Ⅲ ｅ 教材の研究と開発② 演習 

10 2 月 

Ⅲ ｂ 研究実践 実践 

Ⅲ ｃ 援助の仕方と留意事項 協議 

Ⅳ ａ 乳幼児理解と評価 講義 

Ⅳ ｂ 指導要録の記入の実際 演習 

－ 52 － － 53 －



44 
 

（５）具体的な月別研修計画 

  ここでは、特徴的な園内研修計画モデルを示します。以下を参考に、事態に応じた園

内研修等を工夫してください。 

■園内研修第３日（６月）（保育所からの異動者 B教諭の例） 
○研修のねらい 

 
 
 
 

 

 

 

○研修の流れ 

参観：他学級の教育・保育の参観 

講師：園長、研修指導員 

【目 的】 

参観を通して、幼稚園における立案と環境の構

成、教育・保育の展開等について知り、自分の実

践に生かす。 

【内 容】 

 ✣他の学級の実践の参観 

 ✣指導案と実践 

研修の概要 

所属園の他学級における実践を参観する。指導

案の作成、教育・保育の展開、子供への関わり方

など、参観を通して幼稚園の教育の一例を知り、

自分の実践へのヒントを得てほしい。 

協議：環境の構成と教師の援助 

講師：研修指導員、実践指導担当教員 

【目 的】 

 環境の構成と教師の援助の意図について、参観

した事例を通して考える。 

【内 容】 

 ✣環境の構成の意図と考え方 

 ✣ねらい、幼児の実態に即した援助の在り方 

研修の概要 

参観後に、実践を行った教員を交えて協議を行

う。教育・保育について実践を行った教員からの

説明や研修指導員からの解説を受け、新規採用教

員からも感じたことや考えたことを率直に発言し

て、日頃の疑問や不安を解消できるよう、十分な

話合いを持つ。他の学級の実践の参観や協議の内

容は、新規採用教員の悩みや課題と感じているこ

とに視点をあてて行い、翌日からの実践に生かせ

るよう配慮する。 

演習：教育・保育の記録とその生かし方 

講師：研修指導員、所属園の教職員 

【目 的】 

園や幼児の実態に即して、指導の記録の必要性

と記録の取り方について考える。 

【内 容】 

 ✣実践の記録の取り方 

 ✣記録の活用と指導要録の作成 

研修の概要 

指導の記録には目的に応じて、様々な記録の仕

方がある。子供の成長を見つめていくために、ど

のような記録の方法がよいか、園の教職員の実践

を紹介し、また研修指導員の助言を受けながら

日々の記録の取り方について考える。 

年度末には指導要録を作成することも見据えた

い。特に、課題のある子供に関しては、必要な記

録の種類や記載の仕方、記録の活用等についての

留意点を学ぶ。 

保育所からの異動者にとって、子供理解や援助の仕方などはこれまでの経験で十分対応できると思

われる。これまでの保育経験を受け止めつつも、学級担任として学級全員の子供に目を行き届かせる

ことや、活動の進め方、環境の構成など、生活を中心とした保育所の保育とは異なる部分も知らせて

いきたい。経験者とはいえ、教育・保育の環境や子供の生活が異なることによる戸惑いが生じること

もある。そのため、他学級の実践を見学したり、園の教員との協議を行ったりして、理解を深める機

会としたい。また、年度末の指導要録作成や指導の評価に向けて、記録を書きためていくことも意識

しておきたい。 
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研究実践では、子供の動きを予測して活動の流れを考え、場面や状況を総合的に判断して援助する

ことを実践する。 
学期末に当たり、保護者会に向けてイメージを持ち、具体的に準備を進める。また、演習では、２

学期に向けて自分で教材研究を進めるためのヒントを学ぶ。 

■園内研修第４日（７月）（新卒者Ａ教諭の例） 

○研修のねらい 

 
 
 
 
 

○研修の流れ 

研究実践：指導案の作成と教育・保育実践                         

講師：研修指導員 

【目 的】 

水遊びの日の立案と研究実践、反省・評価につ

いて実践を通して学ぶ 

【内 容】 

 ✣週案・日案の作成 

 ✣実践とその評価・反省 

研修の概要 

水遊びを行う際には、様々な援助や配慮のポイ

ントがある。保健衛生上の配慮、安全指導と安全

上の配慮、着替えの手順、水が苦手な子供への対

応、などである。場面や状況に即した配慮や手順

を考え、指導案を作成して具体的な指導を展開す

る。 

協議：援助の仕方と留意事項                     

講師：園内研修指導員 

【目 的】 

 ねらいに向けた直接的・間接的援助を振り返り、

援助の在り方を考える。 

【内 容】 

 ✣本日の指導の反省・評価 

 ✣援助の実際 

研修の概要 

研究実践についての反省・評価をもとに、研修

指導員からの指導助言を受けながら、環境の構成

や援助の在り方について考え、指導の振り返り方

について学ぶ。また、援助の方法は多様であるこ

とを知り、具体的事例を通して、子供の実態に即

した手立てを考える。 

講義：保護者会の進め方                      

講師：園内研修指導員 

【目 的】 

 保護者会の目的、内容を理解する。 

【内 容】 

 ✣保護者会の目的と具体的内容 

 ✣保護者会に向けた準備 

研修の概要 

保護者会は、園生活の様子を保護者に伝え、家

庭との連携を図ることを目的として開催する。 

本研修では、保護者会の具体的なイメージを描

き、自分の学級の実態に即して、準備のポイント

を知る。 

演習：教材の研究と開発①                       

講師：研修指導員 

【目 的】 

自己課題に基づき、教育・保育に必要な教材の

選び方や工夫を学ぶ。 

【内 容】 

 ✣幼児が使う教材の選び方・置き方 

 ✣教材研究の視点 

研修の概要 

色紙・画用紙などの出し方や壁面構成など、教

材の工夫をテーマとして、研修受講者の自己課題

に基づいて学ぶ。事前に、自己課題をまとめてお

き、研修指導員から助言を受ける。また、実際に

作業を行う中で、効率的な作業の方法や子供の実

態に即応することなどを実践的に学ぶ。 
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２．新規採用教員研修を支える環境の構成 

  新規採用教員研修をより効果的に行っていくためには、新規採用教員を中心に据え、

教育委員会、新規採教教員が在籍する園、研修指導員等が、それぞれの役割を果たしつ

つ、連携して取り組むことが大切です。 

（１）指導主事の役割 

①研修を企画・立案する 

   より研修を効果的に行っていくためには、ＰＤＣＡによる研修をマネジメントする

ことが必要です。 
○国や都道府県の教育・保育の政策、現状や課題を把握しましょう（リサーチする力）。 
○より効果的な研修となるよう、短期・中長期的な視点で研修を企画しましょう（デ

ザインする力）。 
○地域の教育的素材や人材を研修に活用しましょう（コーディネートする力）。 
○研修が小学校以降の研修との体系的にどうつながっているか考えましょう（見通す

力）。 
○研修効果を評価し改善しましょう（評価する力）。 

②発展的な研修内容の構築 

第 1 日の教育の基本から第 9 日の指導案の作成まで、それぞれの研修のねらいを明

確にし、1 日ごとの研修が細切れにならず、系統的になるようにすることが大切です。

さらに、研修者が学んだことを想起し、それを後の研修に生かして学んでいけるよう

にすることが大切です。 
③多様な研修形態の工夫 

   講話を聴く、幼児教育のビデオを視聴してグループ協議をする、実際の指導場面を

見て実践研究をする、教材を作ったり考えたりする、実践を公開するなど、研修のね

らいに応じて、様々な方法で研修を構成することが大切です。 
④主体的な研修態度の育成 

講話を聴いて、情報を得ながらじっくり熟考する時間と、同じ立場の研修者と議論

をする時間のバランスを考えて、研修を企画しましょう。特に、研修者同士で協議を

しながら、考えを深めていく過程を大切にし、自分の意見をまとめて話したり、他の

研修者と学び合ったりして、幼稚園教諭として自信が持てるように工夫しいくことが

大切です。 

⑤受講者の相談 

   受講者は、勤務をしながらの研修です。時には、不安や悩みを持つことと思います。

そのような際には、所属園長と連携しそのサポートに当たることが大切です。受講者

が、学ぼうという意識を継続していくことがより効果的な研修につながります。 
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（２）園長の役割 

①教職員の関係 

新規採用教員は、日常的に不安や悩みを抱えがちです。教職員間で日常的に子供理

解や具体的な指導等についての会話があり、話しやすい雰囲気であれば、新規採用教

員も自分から不安や悩みを相談しやすくなります。また、教職員と新規採用教員とが

良好な関係を保ち、先輩である教員がそれぞれの経験や性格や得意な面等を生かしな

がら、アドバイスできるようにしたいものです。園長は園の責任者として、全教職員

で新規採用教員を育てていくような関係の構築に努めることが重要です。 
②園内の研修体制の構築 

研修の実施に関して、園の教職員が一体となって新規採用教員を育てる体制の構築

が必要です。公立園においては、研修指導員を受け入れるにあたり、研修指導員が指

導しやすいような環境に積極的に取り組むことが大切です。さらに、園長は、研修指

導員と連携・協力することにより、新規採用教員の成長だけでなく園全体の教育・保

育の充実が期待できます。 
③得意分野を伸ばす 

園長は、新規採用教員の日常の勤務を通して、教員としての課題や良さを捉え、得

意分野を生かすことができるような指導助言を行うことが大切です。また、職員の配

置や園務分掌に配慮し、新任教員が生き生きと仕事ができる環境の構成が求められま

す。 
④責任者であり、リーダーとしての存在 

園目標の実現に向けて、園長は日々の教育・保育などの業務に関しての指導監督を

行う責任があります。リーダーシップを発揮し、円滑に職務を遂行できるように直接

的・間接的な支援を行うことが求められます。特に新規採用教員に対しては、本人の

悩みを聞いたり具体的なアドバイスをしたりするなど、きめ細やかな関わりが必要で

す。園長は園の責任者であると同時に最も頼りになるリーダーでもあるのです。 
⑤職業人としてのモデル 

新規採用教員にとって、園長自身の日々の仕事への姿勢や考え方は、そのまま職業

人としてのモデルとなります。保護者や子供への関わり方、教職員への接し方などを

通して、明るく前向きな姿勢が園の教職員に伝わり、働きやすい空気を醸し出すこと

につながります。新任時代に感じ取った職業人としての姿勢や情熱は、その後の教員

人生に大きな影響を及ぼすことを忘れてはなりません。 
（３）研修指導員の役割 

①主体的に学ぶ意欲を支える 

夢と希望にあふれて着任した新規採用教員には、その情熱を持ち続けながら教師と

して成長していくことが期待されています。研修指導員は、新規採用教員自身が子供

との関わりを深め実践することの喜びを見出し、専門性を高めていこうとする意欲を
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支える存在です。壁に当たったとき、子供と生活する中で共に過ごす楽しさを感じと

り、教師としての喜びを実感できるように指導することが求められます。 
②良き理解者・相談相手 

新規採用教員にとって職務のほとんどが新しい経験であり、日常的に戸惑いや悩み

が生じがちです。子供と関わる具体的な指導の場面では、緊張感が募り思うように動

けなくなったり、計画したとおりに展開せず自信をなくしてしまったりすることもあ

ります。そのような時、研修指導員に相談し、話を聞いてもらったり、アドバイスを

受けたりすることが心の支えになります。そして、一つ一つの課題に向き合い、乗り

越えながら実践力を身に付けていくのです。研修指導員は、指導者としての厳しさを

持ちながらも、新任教員の気持ちに寄り添う、よき理解者であり相談相手になること

が必要です。 
③実践的指導力の育成 

教師には、子供の姿を受け止め、状況を適切に判断して計画を修正しながら指導す

ることが求められます。しかし、経験の少ない新規採用教員にとって、具体的な指導

の場面おいて、状況の読み取りや柔軟な対応に戸惑うことが多くあります。研修指導

員は、実際に指導の場に身を置き、教育・保育の展開を陰で支えながら新規採用教員

を見守る存在です。新規採用教員は、研修指導員が具体的な指導の中で自然に振る舞

う子供への接し方や環境の再構成、具体的な指導の場の雰囲気などから教師としての

在り方を肌で感じ取っていくのです。このように、研修指導員は先輩教師として、モ

デルの役割も果たしています。 
④客観的に園全体の実践を見つめる 

研修指導員は、豊富な教育・保育の経験を持ち、かつ園の運営全般を客観的に見つ

めることができる立場にあります。だからこそ、新規採用教員へのアドバイスが、園

でこれまで慣習的に行っていたことを改めて見直すきっかけとなったり、仕事の効率

化につながったりすることもあります。研修指導員の指導助言は、新規採用教員者の

育成にとどまらず、他の教職員に対しても大きな影響を与える存在です。新規採用教

員が力を付けていく過程で、育つ環境となる園全体の教育力も向上していきます。研

修指導員は、園の特色を踏まえながら、園運営の改善にも寄与する存在です。 
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（４）都道府県等が定める研修指導員要綱（例） 

  教育委員会が、研修指導員を委嘱する場合には、その勤務条件や内容等を定めるよう

ことが必要になります。以下に、その参考例を示しますので、研修指導員の活用内容や

勤務実態等を踏まえ要綱を作成する際の参考にしてください。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○○県幼稚園及び保育教諭新規採用教員研修「研修指導員」の勤務に関する取扱い要綱

 
(目的) 
第 1 この取扱い要綱(以下「要綱」という。)は、○○県幼稚園及び保育教諭新規採用

教員研修事業に関わる、新規採用教員幼稚園教諭及び保育教諭（以下「新規採用教員」

という。）の勤務する幼稚園、幼保連携型認定こども園において、新規採用教員に対

して指導及び助言を行う研修指導員(以下「研修指導員」という。)の勤務条件等を定

めることを目的とする。 
(職務) 
第 2 研修指導員は、○○県幼稚園及び保育教諭新規採用教員研修「研修指導員」の勤

務に関する取扱い要綱に基づき、当該幼稚園、幼保連携型認定こども園の園長等との

連携を密にして、新規採用教員に対する参観指導及び実技指導等を行うものとする。

(資格) 
第 3 研修指導員は、幼稚園教諭免許状を有するものまたは、県教育長が認めたものと

する。 
(勤務期間) 
第 4 研修指導員の勤務時間は、県教育長が定める当該年度の期間とする。 
(退職) 
第 5 研修指導員は、勤務期間が終了した場合は、別段の措置を要しないで退職するも

のとする。 
2 勤務期間中退職を要する事情の発生した場合は、退職願いを提出しなければならな

いものとする。 
(勤務目数及び勤務時間) 
第 6 研修指導員の勤務日は、新規採用教員研修として計画された国内研修口とし、勤務

回数は新規採用教員数に基づき、年度ごとに定める。 
2 研修指導員の勤務時間は 1 日 6 時間とする。 

(報酬) 
第 7  研修指導員に対する報酬及び勤務時間単価は、県教育長が別に定める額とする。

2 報酬の支給方法について必要な事項は、県教育長が定める。 
(旅費) 
第 8 研修指導員に対して、○○県職員等の旅費に関する条例等に定める旅費を支給す

る。 
(その他) 
第 9 この要綱に定めるものの他、研修指導員について必要な事項は、県教育長が定め

る。 
附 則 
この要綱は、平成○○年○月○日から施行する。 
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３．新規採用教員研修後のフォローアップ研修 

 法定研修として定められている新規採用教員研修終了後は、それぞれの勤務園において、

具体的な指導の場面で幼児の言動を受け止め、個々に応じて適切な援助を行うための実践

的指導力を園内研修等の場を通して学んでいくこととなります。しかし、園内研修では、

限られた研修となることから、現在、実践的指導力を高めていくことを目的に、その後も

継続した園外でのフォローアップ研修を実施している都道府県もあります。 
 特に、新規採用教員者のフォローアップ研修として大切なことは、幼児期における発達の

段階や発達の過程を、その内面から理解し、生活の中で幼児が示す発見の喜びや達成感を

共感を持って受け入れる幼児理解が大切です。さらに、子供の総合的な発達を促すため、

主体性を引き出しつつ、遊びを通じて総合的に指導する力が、専門性として求められてお

り、乳幼児期の特性に応じて指導する「幼児理解・総合的に指導する力」が必要です。幼

児理解に基づき総合的に指導する力を発揮するためには、一人一人の発達段階と個別の状

況に応じて計画的に多様な生活体験、自然体験の機会や異年齢交流、交流など、具体的に

教育・保育を構想し、実践する力「具体的に教育・保育を構想する力、実践力」が必要で

す。そのために、研究実践や実践を持ち寄っての研修など実践的な研修を中心に展開する

ことが大切です。 
以下にその計画を示しますので、それぞれの都道府県の実態に応じたフォローアップ研

修を計画してください。（表 4-4） 
 

  表 4-4   新規採用教員 2年次フォローアップ研修例        

目  的 採用２年目の教員の実践的課題を踏まえ、指導力の向上を図る。 

回 月 園内研修 研修形態 備考 

1 5 月 教育・保育の充実を目指す実践研究の進め方 講義  

２ 

6 月 

教材研究「園外に出掛ける際の指導」 演習  

３ 
豊かな生活を生み出すための教師の役割 

指導場面の観

察 

 

幼児理解と教師の役割 協議  

４ 

7 月 

子供の実態を踏まえた指導計画の作成 協議  

子供のための危険学 講義・演習  

５ 
学級経営に生かす指導の振り返り 協議  

お話の世界の楽しさを伝えよう 講義・演習  

６ 9 月 運動遊び・鬼遊び 演習・教材研究  

７ 10 月 
幼児期の教育における指導と評価 協議  

評価に基づく教育実践 協議  

 

－ 60 －
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幼稚園教育関係教材映画等について

＜資料＞

幼稚園教育関係教材映画・ビデオ一覧及び解説

教 材 名 内 容 等

幼児が自由に好きな遊びをし，そこから様々な体験を通して学ん文部省特選

タカちゃんくるまをつくる でゆく。そのために先生はどうすればよいのか。勝手に遊ばせれば

～先生のかかわり～ よいという放任主義，もう一方には，どの子にも揃ってためになる

４歳児 分 ことを体験させなければ教育とは言えないという考え方がありま1988 22
幼稚園・保育所（現職教員） す。子どもの意識の流れに沿って，教師が一人ずつの個性と個人差

教育養成系の大学・短大（学生） を大切にし，環境をつくってゆく－遊びによる総合的指導－とは何

ミリ ￥１５５，０００ でしょうか。現実の幼児の活動する姿と先生のかかわりを記録しま16
ビデオ版 ￥３０，０００ した。

版 ￥３５，０００DVD
歳児の保育に比べて 歳児の保育は難しいと言われます。その原文部省選定 4 5

先生ってなあに 因はどこにあるのでしょうか。

～五才児の保育を考える～ 歳になると友達と一緒に遊ぶことが生活の中心になり，そのかか5
５歳児 分 わりを通して様々なことを学んでいきます。その時期に先生はどん1989 22

幼稚園・保育所（現職教員） な役割をとればよいのでしょうか。そんな悩みをもつ先生も少なく

教育養成系の大学・短大（学生） ないようです。

ミリ ￥１５５，０００ 現実の保育の中で子どものありのままの姿を記録して 歳児の保16 5
ビデオ版 ￥３０，０００ 育を考える手がかりにしたいと試みました。

版 ￥３５，０００DVD
幼児は身近な自然とかかわり，それを遊びに取り入れなが文部省選定

保育のおとし穴 ら，知的な欲求を満足させ，その積み重ねによって科学的な見

５歳児 分 方や考え方を身に付けていきます。特に自然の環境に恵まれな1990 21
幼稚園・保育所（現職教員） い都会の幼児たちにとって，自然の豊かな幼稚園は貴重な場所

教育養成系の大学・短大（学生） といえます。幼児と自然とのかかわり，その中での保育者の在

ミリ ￥１５５，０００ り方を，現実の保育の場で探ってみました。16
ビデオ版 ￥３０，０００

版 ￥３５，０００DVD
幼稚園は幼児にとって初めての集団生活。その中で幼児は，何を文部省選定

せんせい せんせい どのように学びとり，身に付けていくのでしょうか。教師の役割や

～３歳児の世界～ 指導とは何なのでしょうか。 歳児が先生や友達と触れ合いながら，3
３歳児 分 思い切り遊ぶ姿にその答えを見ることができます。この映画は， 歳1991 21 3

幼稚園・保育所（現職教員） 児と先生の生活する姿をありのままに記録し，幼稚園における指導

教育養成系の大学・短大（学生） の在り方を考えていきます。

ミリ ￥１５５，０００16
ビデオ版 ￥３０，０００

版 ￥３５，０００DVD
創り出す充実感や知っていく喜びを味わいながら，考える力を身に文部省選定

きえちゃんのイメージ 付けてほしいと願う教師が， 歳児の幼児の生活を通して，自分のか4
～保育の記録から～ かわり方を探っていく姿を記録しました。

４歳児 分 旺盛な知的好奇心を伸ばしていくためには，教師は一人一人をど1992 21
幼稚園・保育所（現職教員） のように受け止め，どのように指導すればよいのか，現実の保育の

教員養成系の大学・短大（学生） 中から考えてみましょう。

ミリ ￥１５５，０００16
ビデオ版 ￥３０，０００

版 ￥３５，０００DVD
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毎日の園生活の中で，幼児は様々なことを語りかけてきます。そ文部省選定 教育映像祭優秀作品賞

せんせいにもきかせて の語りかけが声であったり，表情やしぐさだったりします。教師の

～ことばの指導をさぐる～ かかわりとして大切なことは，その語りかけに耳を傾けることで

４歳児 分 す。幼児のことばの世界を広げていくためには 「心のことばをきい1993 21 ，

幼稚園・保育所（現職教員） てくれる先生」が必要なのです。教師と幼児の触れ合う姿から，こ

教員養成系の大学・短大（学生） とばの指導の在り方を探ってみましょう。

ミリ ￥１６０，０００16
ビデオ版 ￥３０，０００

版 ￥３５，０００DVD
遊びの中で子どもたちは，興味をもったことに体ごとぶつかり，文部省特選 教育映像祭優秀作品賞

もう一回やろうよ 体を通して考え，そして自分に合った体の動きを一つ一つ身に付け

～心がうごく体がうごく～ ていきます。

５歳児 分 この映画は 歳児が，友達や先生に触れ合いながら，心と体を働1994 21 5
幼稚園・保育所（現職教員） かせて運動する楽しさを味わっている姿を記録しました。子どもた

教員養成系の大学・短大（学生） ちの姿を通して，人からさせられるのではなく，子どもが夢中にな

ミリ ￥１６０，０００ って自分の体を動かすようになるには幼稚園はどのような場であれ16
ビデオ版 ￥３０，０００ ばよいかを探ってみましょう。

版 ￥３５，０００DVD
子どもたちは，遊びを中心とした毎日の生活の中で，人として生文部省選定

何がやりたいの？ きていくために大切なことを学んでいきます。教師の役割は，子ど

～生活の中で育つ子どもたち～ もたちとともに生活する中で，今その子にとって何が一番必要なの

４歳児 分 かを見極めながら，援助していくことです。1995 23
幼稚園・保育所（現職教員） この映画では， 歳児 月の幼児の姿が， つの生活の場面を通4 12 4
教員養成系の大学・短大（学生） して記録されています。子どもたちの言葉や表情や行動が何を求め

ミリ ￥１６０，０００ ているかを読みとりながら，適切な援助とは何かをみんなで話し合16
ビデオ版 ￥３０，０００ ってみましょう。

版 ￥３５，０００DVD
この映画は，遊び上手なシュンスケ，アイディアマンのマナブ，文部省選定

３人でやるってきめたのに おっとり屋のタイチの 歳児仲良し 人が，先生や友達，身近な自4 3
～友だちと，先生と，環境と～ 然や道具など，園内の様々な環境とかかわって遊びを展開している

４歳児 分 様子が記録されています。子どもたちの姿を通して，友達と，先生1996 20
幼稚園・保育所（現職教員） と，さらに環境とのかかわりについて探り，教師の援助や環境の構

教員養成系の大学・短大（学生） 成の在り方について考えていきます。

ミリ ￥１６０，０００16
ビデオ版 ￥３０，０００

版 ￥３５，０００DVD
幼児にとって，学級は生活の場であり，先生や友達との暮らしづ文部省選定教育映像祭最優秀作品賞

わすれてできる？ くりの場です。幼児は，先生や友達との信頼関係に支えられて，活

～友だちと先生の暮らしづくり～ 動することの喜びや充実感，葛藤や挫折などをあじわい，発達に必

５歳児 分 要な経験を積み重ねていきます。1997 21
幼稚園・保育所（現職教員） この映画では， 歳児 月ふじ組の子どもたちと先生の暮らしづ5 11
教員養成系の大学・短大（学生） くりが，ありのままに記録されています。自己を主張しながらもお

ミリ ￥１６０，０００ 互いに相手を気遣う子どもたちの姿を通して，友達や先生との暮ら16
ビデオ版 ￥３０，０００ しづくりについて考えてみましょう。

版 ￥３５，０００DVD
幼児は，ものや人などの様々な環境と出会い，発見を楽しんだ文部省選定

きょう，きてよかったね！ り，何かを試みたりする中で自分なりに納得し，それらを生活や遊

～サトシのこだわりと自分さがし～ びに取り入れ自らの世界を広げていきます。

４歳児 分 この映画は， 歳児 月，林の組の子どもたちと先生の生活する1998 21 4 12
幼稚園・保育所（現職教員） 姿がありのままに映し出されています。あくまでもミニ四駆にこだ

教員養成系の大学・短大（学生） わるサトシが，自然，先生やヒロアキたちとの出会いを通して新た

ミリ ￥１６０，０００ な世界をつくり始めています。16
ビデオ版 ￥３０，０００ 幼児のこだわりに付き合う教師のかかわりから幼稚園における指

版 ￥３５，０００ 導について考えてみましょう。DVD
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せんせいにもきかせて の語りかけが声であったり，表情やしぐさだったりします。教師の

～ことばの指導をさぐる～ かかわりとして大切なことは，その語りかけに耳を傾けることで

４歳児 分 す。幼児のことばの世界を広げていくためには 「心のことばをきい1993 21 ，
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もう一回やろうよ 体を通して考え，そして自分に合った体の動きを一つ一つ身に付け

～心がうごく体がうごく～ ていきます。

５歳児 分 この映画は 歳児が，友達や先生に触れ合いながら，心と体を働1994 21 5
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子どもたちは，遊びを中心とした毎日の生活の中で，人として生文部省選定

何がやりたいの？ きていくために大切なことを学んでいきます。教師の役割は，子ど

～生活の中で育つ子どもたち～ もたちとともに生活する中で，今その子にとって何が一番必要なの

４歳児 分 かを見極めながら，援助していくことです。1995 23
幼稚園・保育所（現職教員） この映画では， 歳児 月の幼児の姿が， つの生活の場面を通4 12 4
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３人でやるってきめたのに おっとり屋のタイチの 歳児仲良し 人が，先生や友達，身近な自4 3
～友だちと，先生と，環境と～ 然や道具など，園内の様々な環境とかかわって遊びを展開している

４歳児 分 様子が記録されています。子どもたちの姿を通して，友達と，先生1996 20
幼稚園・保育所（現職教員） と，さらに環境とのかかわりについて探り，教師の援助や環境の構

教員養成系の大学・短大（学生） 成の在り方について考えていきます。
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わすれてできる？ くりの場です。幼児は，先生や友達との信頼関係に支えられて，活

～友だちと先生の暮らしづくり～ 動することの喜びや充実感，葛藤や挫折などをあじわい，発達に必

５歳児 分 要な経験を積み重ねていきます。1997 21
幼稚園・保育所（現職教員） この映画では， 歳児 月ふじ組の子どもたちと先生の暮らしづ5 11
教員養成系の大学・短大（学生） くりが，ありのままに記録されています。自己を主張しながらもお

ミリ ￥１６０，０００ 互いに相手を気遣う子どもたちの姿を通して，友達や先生との暮ら16
ビデオ版 ￥３０，０００ しづくりについて考えてみましょう。

版 ￥３５，０００DVD
幼児は，ものや人などの様々な環境と出会い，発見を楽しんだ文部省選定

きょう，きてよかったね！ り，何かを試みたりする中で自分なりに納得し，それらを生活や遊

～サトシのこだわりと自分さがし～ びに取り入れ自らの世界を広げていきます。

４歳児 分 この映画は， 歳児 月，林の組の子どもたちと先生の生活する1998 21 4 12
幼稚園・保育所（現職教員） 姿がありのままに映し出されています。あくまでもミニ四駆にこだ

教員養成系の大学・短大（学生） わるサトシが，自然，先生やヒロアキたちとの出会いを通して新た

ミリ ￥１６０，０００ な世界をつくり始めています。16
ビデオ版 ￥３０，０００ 幼児のこだわりに付き合う教師のかかわりから幼稚園における指

版 ￥３５，０００ 導について考えてみましょう。DVD

4歳児レイカの先生や友達とかかわる過程では 「もの」が重要な意文部省特選 ，

ほんとうのオバケみたい 味をもっています。レイカは 「もの」に託する思いを教師に受け止，

～レイカの友だちづくり～ めてもらうことで，心の安定を得て，自己の存在感を感じつつ，し

４歳児 分 だいに友達の遊びの中に入ることができるようになっていくので1999 21
幼稚園・保育所（現職教員） す。

教員養成系の大学・短大（学生） この映画は，4歳児11月，桃組の先生と子どもたちの生活する姿が

ミリ ￥１６０，０００ ありのままに映し出され，そこから，教師の存在が幼児の友達づく16
ビデオ版 ￥３０，０００ りを支えていることを教えてくれています。

版 ￥３５，０００DVD
幼児が友達とつながる過程において，教師のかかわりとして大切文部省選定

あしたね なことは，幼児同士の出会いを見守りながら，葛藤やつまずきの体

～ゆれ動く心，４歳児～ 験を自分の力で乗り越えていけるようにすることです。

４歳児 分 この映画には， 歳児 月たんぽぽ組の子どもたちと先生の生活2000 21 4 11
幼稚園・保育所（現職教員） する姿がありのままに映し出され，ゆれ動く友達関係の中で自己の

教員養成系の大学・短大（学生） 世界を広げていく幼児の姿をみることができます。

ビデオ版 ￥３０，０００

版 ￥３５，０００DVD
幼児一人一人が自分の考えを表しながら，同時に友達の思いを受文部科学省特選

ちっちゃいけどいい？ け入れていくためには，友達と一緒に活動しながら，喜びを分かち

～友だちを求めあうなかで～ 合う，悔しさや悲しみをこらえるなど，心を動かす出来事を共有す

５歳児 分 ることが大切です。これらの体験を通して，幼児は互いの感じ方や2001 22
幼稚園・保育所（現職教員） 考え方に関心を寄せ，だんだんに相手のよさに気付いていきます。

教員養成系の大学・短大（学生） このビデオは，夏休み明け，友達を求め合う 歳児の幼児たちと5
ビデオ版 ￥３０，０００ 先生の生活がありのままに映し出されています。

版 ￥３５，０００ 幼児が，人間関係を学び，互いに認め合う，よりよい関係をつくDVD
りだすための教師のかかわりについて考えてみましょう。

幼児同士が互いの思いを受け止め，伝え合う楽しさを味わうよう文部科学省特選

迷路ごっこだよ になるためには，幼児一人一人のその子らしい表現を受容し，共感

～伝わる喜びから伝えあう楽しさへ～ をもって接する教師の存在が不可欠です。このビデオには， 歳児5
５歳児 分 月の幼児たちと教師とのありのままの生活が映し出されていま2002 21 12

幼稚園・保育所（現職教員） す。教師の仲立ちによって 「伝わる喜び」から「伝えあう楽しさ」，

教員養成系の大学・短大（学生） へ変容する幼児の姿をみることができます。

ビデオ版 ￥３０，０００

版 ￥３５，０００DVD
行事を計画する際には，教師自身が行事を通して幼児にどのよう文部科学省特選

年長さんがつくったおばけやしき な体験をさせていくのかについて，しっかりとした視点をもつこと

～生活発表会に向けて～ が必要です。また，幼児一人一人が行事に期待感をもち，主体的に

５歳児 分 取り組み，喜びや感動，達成感などを味わうことができるように，2003 23
幼稚園・保育所（現職教員） 一人一人に応じたきめ細かな指導をすることも大切です。

教員養成系の大学・短大（学生） このビデオには，５歳児11月，先生や友達と一緒に生活発表会に向

ビデオ版 ￥３０，０００ かう姿がありのままに映し出されています。幼児同士がぶつかりあ

版 ￥３５，０００ いながらも，アイディアも出し合ったりしながら，互いに認め合っDVD
て成長する姿です。一人一人の思いを大切にし，それを支える教師

のかかわりが，幼児たちに活動する充実感を与え，行事や園生活を

より魅力あるものとしていることを読みとることができます。

はじめての集団生活の中で，幼児は，友達が自分の思い通り文部科学省選定

ごめんね また こんどね には行動してくれないという現実に直面します。こうした体験

～４歳児のゆれる心～ を通して，相手の思いに気づき，自分の思いを主張することを

４歳児 分 学び，自立していきます。22
ビデオ版 ￥３０，０００ このビデオには，友達とのつながりができ始めた４歳児の幼

児たちと教師の生活が映し出されています。どの幼児も，友達

との関わりや遊びへの取組などに，その子らしく自分の思いを

表し活動しています。自分の視点と友達の視点の間で悩む，幼

児の心の揺れ動きが伝わってきます。
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幼児は，自発的な活動としての遊びの中で，心も体も精一杯文部科学省選定

チケットつくってきたんだけど 動かしながら様々な体験を重ね，心身の調和のとれた発達の基

～ふくらむイメージ・支える教師～ 礎を築いていきます。まさに，遊びは幼児期特有の学習です。

４歳児 分 このビデオには，友達とのつながりができ始め，ごっこ遊び2005 21
ビデオ版 ￥５６，７００ を楽しむようになってきた４歳児 月の幼児の姿と教師のか11

かわりをありのままに映し出しています。遊びのイメージをも

ちつつも，なかなか遊び出せないでいるまゆみが，教師の言葉

や援助に支えられ，しだいに自己の存在が友達に伝わっていく

ことを感じていく姿を捉えています。

① ３歳児前半，入園から夏休みまでのリョウガ君を見ていき文部科学省選定 日本産業映画・ビデオコ

ます。幼児にとって，初めて保護者と離れる不安は想像以上ンクール部門賞

３年間の保育記録 第１巻 に大きいものです。幼稚園で安心して暮らし始めるには，保

①よりどころを求めて 護者に代わる心のよりどころが必要です。先生はどのように

歳児前半 分 して幼児の不安な気持ちを受け止め，心のよりどころになっ2004/2005 3 38
②やりたい でも，できない ていけばよいのでしょうか。

歳児後半 分 ② ３歳児後半のリョウガ君を見ていきます。２学期，子ども2004/2005 3 35
たちは次第に先生や友達のしていることに興味をもち，自分DVD ¥38,095

，の世界を広げていきます。やりたい気持ちが強くなるにつれ

うまくいかないことや自分にできないことも出てきます。そ

んな時，先生はどのようにして子どもたちを支えていけばよ

いのでしょうか。

③ ４歳は友達との関係の中に，自分の世界を広げていく時期文部科学省選定 教育映像祭優秀作品賞

３年間の保育記録 第２巻 ですが，だれもが心に葛藤を覚える時期です。リョウガ君も

③先生とともに なかなか自分から友達の中に入っていけません。幼児の心を

歳児 分 ほぐし，動き出させるためには，幼児の心に寄り添い，支え2004/2005 4 46
④育ちあい学びあう生活のなかで る保育者の存在が何より大切です。

歳児 分 ④ ３年間の保育最後の５歳児のリョウガ君はたくさんの友達2004/2005 5 57
に出会い，刺激を受け，時にはぶつかり合いながら育っていDVD ¥38,095
きます。そうした子ども同士の関係を作っていくことが保育

者の大切な役割です。リョウガ君が友達や先生と暮らした３

年間を通して，幼児期の教育の大切なことを伝えます。
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幼児は，自発的な活動としての遊びの中で，心も体も精一杯文部科学省選定

チケットつくってきたんだけど 動かしながら様々な体験を重ね，心身の調和のとれた発達の基

～ふくらむイメージ・支える教師～ 礎を築いていきます。まさに，遊びは幼児期特有の学習です。

４歳児 分 このビデオには，友達とのつながりができ始め，ごっこ遊び2005 21
ビデオ版 ￥５６，７００ を楽しむようになってきた４歳児 月の幼児の姿と教師のか11

かわりをありのままに映し出しています。遊びのイメージをも

ちつつも，なかなか遊び出せないでいるまゆみが，教師の言葉

や援助に支えられ，しだいに自己の存在が友達に伝わっていく

ことを感じていく姿を捉えています。

① ３歳児前半，入園から夏休みまでのリョウガ君を見ていき文部科学省選定 日本産業映画・ビデオコ

ます。幼児にとって，初めて保護者と離れる不安は想像以上ンクール部門賞

３年間の保育記録 第１巻 に大きいものです。幼稚園で安心して暮らし始めるには，保

①よりどころを求めて 護者に代わる心のよりどころが必要です。先生はどのように

歳児前半 分 して幼児の不安な気持ちを受け止め，心のよりどころになっ2004/2005 3 38
②やりたい でも，できない ていけばよいのでしょうか。

歳児後半 分 ② ３歳児後半のリョウガ君を見ていきます。２学期，子ども2004/2005 3 35
たちは次第に先生や友達のしていることに興味をもち，自分DVD ¥38,095

，の世界を広げていきます。やりたい気持ちが強くなるにつれ

うまくいかないことや自分にできないことも出てきます。そ

んな時，先生はどのようにして子どもたちを支えていけばよ

いのでしょうか。

③ ４歳は友達との関係の中に，自分の世界を広げていく時期文部科学省選定 教育映像祭優秀作品賞

３年間の保育記録 第２巻 ですが，だれもが心に葛藤を覚える時期です。リョウガ君も

③先生とともに なかなか自分から友達の中に入っていけません。幼児の心を

歳児 分 ほぐし，動き出させるためには，幼児の心に寄り添い，支え2004/2005 4 46
④育ちあい学びあう生活のなかで る保育者の存在が何より大切です。

歳児 分 ④ ３年間の保育最後の５歳児のリョウガ君はたくさんの友達2004/2005 5 57
に出会い，刺激を受け，時にはぶつかり合いながら育っていDVD ¥38,095
きます。そうした子ども同士の関係を作っていくことが保育

者の大切な役割です。リョウガ君が友達や先生と暮らした３

年間を通して，幼児期の教育の大切なことを伝えます。

ＤＶＤ版 幼児とのかかわりを考えるシリーズ Ａ・Ｂ・Ｃ 全３枚

このビデオは，幼稚園の新規採用教員研修用の資料として，文部科学省幼児教育課が監修に当たり作成され

たものです。ビデオ 作品をシリーズＡ（ 作品収録 ・シリーズＢ（ 作品収録 ・シリーズＣ（ 作品収10 4 3 3） ）

録）の 版３枚で研修用としても使用しやすくなりました。DVD
シリーズＡ 価格 円（消費税別）40,000
シリーズＢ 価格 円（消費税別）30,000
シリーズＣ 価格 円（消費税別）30,000

シリーズＡ

教 材 名 内 容 等

幼児とのかかわりを考える 保育は，幼児理解にはじまります。幼児とのかかわりに戸惑う場面を

①新しい先生とともに 通して，幼児理解の在り方を考えていきます。

４歳児 分 ＜一日のはじまり＞＜けんか，ケンカ＞＜遊びの中で＞＜かたづけ＞1992 20
＜お話の世界へ＞の５つの場面で構成。

幼児とのかかわりを考える 登園，かたづけ，お弁当など，毎日の園生活で垣間見る幼児の思いに

②はじめての幼稚園 ふれながら，その指導の在り方を考えていきます。

４歳児 分 ＜なんで泣いているの？＞＜もうおしまい＞＜お弁当の用意＞＜「あ1993 21
げちゃだめなの？」＞＜みんなで一緒にやろうよ＞の５つの場面で構

成。

幼児とのかかわりを考える 園生活で起こる様々な出来事は，いずれもが幼児の発達にかかわる大

③こんなことがおこったら 切な場面です。生活の中で育つ姿やそのための援助を考えていきます。

４歳児 分 ＜なかよくあそぼうよ＞＜うわぁ水びたし＞＜いっしょに読めばいい1994 22
じゃないか＞＜まっててあげるからね＞の４つの場面で構成。

幼児とのかかわりを考える 幼児の目には，園生活がどのように映っているのでしょうか。新しい

④新しい生活がはじまって 園生活が始まって戸惑う幼児の姿から，幼児とともに園生活のリズムを

３歳児 分 つくり出すということを考えていきます。1995 20
＜カバンじゃまでしょ？＞＜こまったね＞＜ちょっとまってね＞＜ど

うしたの？＞＜あしたまでとっておこうよ＞の５つの場面で構成。

シリーズＢ

教 材 名 内 容 等

幼児とのかかわりを考える 一人一人に応じていくためには，幼児一人一人のやっていることに温

⑤せんせい，見てて かな関心を寄せながらその思いを受け止めていくことが必要です。ある

４歳児 分 教師の二人の幼児とのかかわりを通して一人一人に応じる指導の在り方1996 20
を考えていきます。

＜何がやりたいの？＞＜みんな，聞いて＞＜気づかなくてごめん＞＜

シュンちゃんもやる？＞の４つの場面で構成。

幼児とのかかわりを考える 幼児一人一人が，その子らしさを発揮していくためには，温かな雰囲

⑥だって，やりたいんだもん 気のある学級をつくり出すことが大切です。友達との出会いから始まる

４歳児 分 暮らしづくりを考えていきます。1997 20
＜先生に言って＞＜泣いてたらわからない＞＜ケンタくん，どうぞ＞

＜シュンちゃん，乗る？＞の４つの場面で構成。
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幼児とのかかわりを考える 幼児の話に最後まで耳を傾け，行動を見守るという，教師としてのか

⑦せんせいは，トオルくんと かわりは，幼児との信頼関係を築き，充実した園生活をつくり出すこと

つきあってるんだよ につながります。幼児が語りかける言葉から，その心の揺れ動きを受け

４歳児 分 止め，幼児とのかかわりを考えます。1998 22
＜ぼく，ゴジラだよ＞＜トオルくん，何にもいらない＞＜遠足，どう

だった？＞＜トオルくんもピクニックごっこしたらどう？＞の４つの場

面で構成。

シリーズＣ

教 材 名 内 容 等

幼児とのかかわりを考える 幼児の主体的な活動は友達とのかかわりの中で，より豊かになってい

⑧ふたりだったら きます。幼児一人一人の心を受け止め，幼児同士のかかわりを深めなが

チョーさみしそう ら，一人一人のよさを生かす指導の在り方を考えていきます。

４歳児 分 ＜ぐちゃぐちゃになっちゃうよ＞＜ついてくるな＞＜どうやってつる1999 24
の？＞＜ずるい ずるい ずるい＞の４つの場面で構成。

幼児とのかかわりを考える 幼児の主体的な活動を促すためには，幼児一人一人の思いや願いを受

⑨ここだからね せんせい け止め，それにそって教師が様々な役割を果たすことが必要です。幼児

５歳児 分 理解に基づく保育について考えていきます。2000 22
＜みんなの好きな名前でいいです＞＜動物つくってるからごめん＞＜

かわいいね＞＜レジあるよ＞の４つの場面で構成。

幼児とのかかわりを考える 園生活に慣れ，安定した気持ちをもって生活するようになるために

⑩アリちゃんはアメリカへ は，幼児一人一人の心の動きにそった教師のかかわりが大切です。

いっちゃったの 入園当初の３歳児の姿から，幼児理解に基づく保育について考えてい

～３歳児・５月の生活～ きます。

３歳児 分 ＜アリちゃんは？＞＜お弁当が泣いてるよ＞＜片づけられない＞＜ヨ2001 21
ウタのだんご＞＜ママのところへいく＞の５つの場面で構成。

幼児理解にはじまる保育シリーズ 全５巻

このビデオは，幼稚園生活の中で新任の先生が幼児とかかわる姿をありのままに記録したものです。

新しく幼稚園教員になられた方々が，このビデオシリーズを活用し，幼児理解を深め，幼児一人一人に

応じる保育の基本について考え合い，実践力を高めることを目的として，文部科学省幼児教育課の監修

の下，制作されました。ビデオに映し出される幼児一人一人の表情や言葉，動きなどから，幼児の思い

や願いを捉え，幼児理解を深める教材として，わかりやすく編集されています。

教 材 名 内 容 等

幼児理解にはじまる保育 新規採用教員が身に付けたい力は，幼児一人一人の内面への理解を深

①３歳児の世界 め，保育の中で起こる様々な状況に応じて適切に対応できる実践的指導

３歳児 分 力です。2002 23
このビデオは，入園当初の自分中心な３歳児の姿を捉え，幼児理解をVHS ¥15,000
深める視点から編集されています。DVD ¥15,000
＜ひとりじめしたいの？それとも思いやり？＞＜友だちってなあに？

友だちと一緒って楽しい？＞＜一人一人のこだわりにどこまでつきあう

の？＞＜一人一人のリズムと園生活＞の４つの場面で構成。
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幼児とのかかわりを考える 幼児の話に最後まで耳を傾け，行動を見守るという，教師としてのか

⑦せんせいは，トオルくんと かわりは，幼児との信頼関係を築き，充実した園生活をつくり出すこと

つきあってるんだよ につながります。幼児が語りかける言葉から，その心の揺れ動きを受け

４歳児 分 止め，幼児とのかかわりを考えます。1998 22
＜ぼく，ゴジラだよ＞＜トオルくん，何にもいらない＞＜遠足，どう

だった？＞＜トオルくんもピクニックごっこしたらどう？＞の４つの場

面で構成。

シリーズＣ

教 材 名 内 容 等

幼児とのかかわりを考える 幼児の主体的な活動は友達とのかかわりの中で，より豊かになってい

⑧ふたりだったら きます。幼児一人一人の心を受け止め，幼児同士のかかわりを深めなが

チョーさみしそう ら，一人一人のよさを生かす指導の在り方を考えていきます。

４歳児 分 ＜ぐちゃぐちゃになっちゃうよ＞＜ついてくるな＞＜どうやってつる1999 24
の？＞＜ずるい ずるい ずるい＞の４つの場面で構成。

幼児とのかかわりを考える 幼児の主体的な活動を促すためには，幼児一人一人の思いや願いを受

⑨ここだからね せんせい け止め，それにそって教師が様々な役割を果たすことが必要です。幼児

５歳児 分 理解に基づく保育について考えていきます。2000 22
＜みんなの好きな名前でいいです＞＜動物つくってるからごめん＞＜

かわいいね＞＜レジあるよ＞の４つの場面で構成。

幼児とのかかわりを考える 園生活に慣れ，安定した気持ちをもって生活するようになるために

⑩アリちゃんはアメリカへ は，幼児一人一人の心の動きにそった教師のかかわりが大切です。

いっちゃったの 入園当初の３歳児の姿から，幼児理解に基づく保育について考えてい

～３歳児・５月の生活～ きます。

３歳児 分 ＜アリちゃんは？＞＜お弁当が泣いてるよ＞＜片づけられない＞＜ヨ2001 21
ウタのだんご＞＜ママのところへいく＞の５つの場面で構成。

幼児理解にはじまる保育シリーズ 全５巻

このビデオは，幼稚園生活の中で新任の先生が幼児とかかわる姿をありのままに記録したものです。

新しく幼稚園教員になられた方々が，このビデオシリーズを活用し，幼児理解を深め，幼児一人一人に

応じる保育の基本について考え合い，実践力を高めることを目的として，文部科学省幼児教育課の監修

の下，制作されました。ビデオに映し出される幼児一人一人の表情や言葉，動きなどから，幼児の思い

や願いを捉え，幼児理解を深める教材として，わかりやすく編集されています。

教 材 名 内 容 等

幼児理解にはじまる保育 新規採用教員が身に付けたい力は，幼児一人一人の内面への理解を深

①３歳児の世界 め，保育の中で起こる様々な状況に応じて適切に対応できる実践的指導

３歳児 分 力です。2002 23
このビデオは，入園当初の自分中心な３歳児の姿を捉え，幼児理解をVHS ¥15,000
深める視点から編集されています。DVD ¥15,000
＜ひとりじめしたいの？それとも思いやり？＞＜友だちってなあに？

友だちと一緒って楽しい？＞＜一人一人のこだわりにどこまでつきあう

の？＞＜一人一人のリズムと園生活＞の４つの場面で構成。

幼児理解にはじまる保育 保育の基本である幼児一人一人に応じる指導を行うためには，幼児の

②せんせい だいすき 心の揺れ動きを感じ取り，その子らしさがどんな場面でどのような現れ

４歳児 分 方をするかに気付くことが必要です。2003 20
このビデオは，入園当初の４歳児と新任の先生との生活が，ありのまVHS ¥15,000
まに収録されています。幼児の表情や言葉，動きなどから，幼児の思いDVD ¥15,000
や願いを捉え，幼児理解を深める教材として，分かりやすく編集されて

います。

＜アカリちゃん ありがとう＞＜甘えたいの？ それとも…＞ ＜お

靴をとりにいくだけ？＞＜先に いただきます してていいからね＞の

４つの場面で構成。

幼児理解にはじまる保育 幼児一人一人に応じた指導のためには，幼児の心の揺れ動きを感

③ぎゅうにゅう できたよ じ取り，その子らしいものの見方や考え方に気づくことが重要で

～子どもの思い・先生の願い～ す。そのためには，保育記録を通して自分の保育をふりかえること

４歳児 分 や，保育の中での出来事を先輩や同僚と話し合うことが必要です。2004 22
＜メガネつくろうよ＞＜みんなできれいにしよう＞＜みんなの顔をかVHS ¥15,000
いてほしいんだけど＞＜修理してたの？＞の４つの場面で構成。DVD ¥15,000

幼児理解にはじまる保育 保育を展開する中で，幼児一人一人がどのように感じ，どのよう

④友だちと出会う な思いを持ち，どのように乗り越え，何を身に付けているのか，教

４歳児 分 師は，その幼児らしい行動の仕方や考え方を理解し，それぞれに応2005 22
じた指導を行うことが大切です。VHS ¥15,000
＜６まいもってる すごいだろう＞＜かわいいひとは はいれない＞DVD ¥15,000

＜やろか ふたりで＞＜みどりのぬま つくってみる＞の４つの場面で

構成。

幼児理解にはじまる保育 ５歳児の後半，幼児たちは互いに影響し合い，人間関係を深めな

⑤いっしょにやろうよ がら，共通の目的を見出して，仲間と一緒に主体的に幼稚園生活を

～伝え合う気持ち・５歳児～ 展開するようになります。そのためには，幼児一人一人の思いを受

歳児 分 け止めて，その思いをつないでいく教師のかかわりが何より大切で2006 5 35
す。VHS ¥15,000
＜子ども会で人形劇をしよう＞＜遠足バスはどこにいくの＞＜お客さDVD ¥15,000
んを呼んできたら＞＜どうしてハルカちゃんやらないの＞の４つの場面

で構成。

※表記については発表当時の表現としている。

問い合わせ先 岩波映像株式会社

TEL 03-5689-2601
FAX 03-5689-2685

e-mail:iwanami@iw-eizo.co.jp
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